
　５月３日～５日、道の駅いぶすき「彩花菜館」で、
東日本大震災の復興支援イベントが開催されました。
観光客らが震災早期復興の願いを込めて、菜の花の
種が入った袋を付けた色とりどりの風船を、３日間
で約300個飛ばしました。また、13日には被災地に
向けて支援物資を運ぶ出発式も行われました。

思 い届けと願いを込めて　
彩
さ か な

花菜館で被災地復興支援イベント

今月の表紙
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　 水道工事当番店

指宿地域
６ 月 １ 日 ～ ５ 日	 ㈲丸栄設備　　☎㉓2694
　 　 ６日～12日	 ㈲丸山水道　　☎㉓3131
		  （夜☎090-8911-3357）
　 　 13日～19日	 ㈱福尚　　　　☎㉒4529
　 　 20日～26日	 ㈱丸善産業　　☎㉕5200　
	 　　　（夜・休☎㉕2222）
　 　 27日～７月3日	 ㈲指宿徳永組　☎㉒4091
　	 　　　　　（夜☎㉓2190）
７月 ４ 日～10日	 ㈱出口組　　　☎㉖2105
	 　　　（夜・休☎㉖2165）

山川地域
６月	 ㈲前田電気　　☎㉟9239
７月	 ㈱常盤建設　　☎㉟0872		

開聞地域
６月	 ㈲中村組　　　☎㉜2228
７月	 ㈲東興建設工業☎㉜2236

総人口　44,145 人　������ （＋ 184）
　男　　19,987 人　��（＋　68）
　女　　24,158 人　������ （＋ 116）
世帯数　19,187 戸　������ （＋ 125）

５月１日現在 前月比

人 の う ご き

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレ
の詰まり等は、なじみの工事店にお願いして
ください。主な記事

　Ｐ２～Ｐ３……国民健康保険
　Ｐ４～Ｐ７……保険税・保険料
　Ｐ８……………市県民税の納付
　Ｐ９……………認知症サポーター養成講座
　Ｐ10……………環境月間
　Ｐ11……………水道週間
　Ｐ14～Ｐ17……まちの話題
　Ｐ18～Ｐ23……情報掲示板
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市
で
は
ど
ん
な
病
気
が
多
い
の
？

　

本
市
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

医
療
費
の
う
ち
、
約
４
分
の
１
は
生
活
習

慣
病
に
よ
る
も
の
で
す
。（
表
１
）

　

例
え
ば
、
生
活
習
慣
病
を
患
う
人
を
今

の
半
分
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
国
保
税
の
負
担
は
約
１
割

減
少
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

不
健
康
な
生
活
習
慣
を
続
け
て
い
る
と

内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
状
態
を

放
置
し
て
お
く
と
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
（
心

筋
梗こ

う
そ
く塞

な
ど
）、糖
尿
病
合
併
症
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
る

主
な
原
因
は
、
不
適
切
な
食
生
活
や
運
動

不
足
で
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
疾
病
に
か
か
る
危
険
性
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

左
の
表
で
自
分
の
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
事
と
運
動
の

両
方
か
ら
の
対
策
が
効
果
的
！

○
体
重
を
測
ろ
う

　

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
体
重
を
測
り
記

録
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
生
活
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
腹
８
分
目
を
心
掛
け
る

　

も
う
少
し
食
べ
た
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ

で
や
め
る
�
�
�
�
�
���



我慢�


�
�
���



も
必要

で
す
。

○
寝
る
２
時
間
以
内
の
飲
食
は
避
け
る

　

寝
る
前
の
飲
食
は
副
交
感
神
経
が
優
位

に
な
り
、
肥
満
に
直
結
し
ま
す
。

○
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

　

一
口
に
30
回
か
む
こ
と
を
目
標
に
す
れ

ば
、
少
量
で
も
満
腹
感
が
あ
り
ま
す
。

○
歩
く
機
会
を
増
や
す

　

近
く
な
ら
車
を
使
わ
ず
、
徒
歩
や
自
転

車
で
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
�！

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
は
、
特
に
自
覚
症
状
が
な

く
進
行
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
異
常
を
確

認
す
る
た
め
に
は
、
毎
年
の
健
康
診
査
（
健

診
）
の
受
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
定
健

診
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
に
重
点

を
置
い
た
検
査
を
行
い
、
そ
の
早
期
発
見

に
よ
り
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
す
。

　

��

�
�
�
��������







�
�

国
保
加入者


の
特
定
健
診
受
診
日
程
に

つ
い
て
は
、
来
月
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
積
極
的

に
活
用
し
て
、
健
康
的
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

日
常
的
な
病
気
の
治
療
や
、
医
療
相
談

に
応
じ
て
も
ら
え
る
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

休
日
・
夜
間
の
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

休
日
・
夜
間
受
診
は
、
割
増
料
金
が
�か

か
る
た
め
、
緊
急
性
の
な
い
場
合
は
、
平

日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

安
易
な
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
疾
患
で
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か

る
「
重
複
受
診
」
は
、
医
療
費
が
余
計
に

か
��

�
�����




�
������






か
る
だ
け
で
な
く
、
薬
の
飲
み
合
わ
せ

に
よ
る
副
作
用
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

自
己
判
断
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

症
状
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
勝
手
に
通

院
や
薬
の
服
用
を
や
め
る
こ
と
は
、
悪
化

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
必
ず
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

家
計
に
も
や
さ
し
い
！

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
低
価
格

で
あ
り
な
が
ら
、
新
薬
と
同
等
の
安
全
性

や
効
能
・
効
果
が
認
め
ら
れ
る
医
薬
品
の

こ
と
で
す
。
窓

口
で
の
負
担
も

減
り
ま
す
の
で
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
活

用
す
る
な
ど
し

て
、
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関

や
薬
局
に
相
談
し
、
積
極
的
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
の
老
齢
（
退

職
）
年
金
を
受
け
ら
れ
る
65
歳
未
満
の
人

で
、
そ
の
加入

期
間
が
20
年
以
上
、
も
し

く
は
40
歳
以
降
10
年
以
上
あ
る
人
お
よ
び

そ
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
届

け
出
に
よ
り
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

適
用
を
受
け
た
人
に
は
特
に
利
点
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
国
保
会
計
上
の
「
他
保
険

か
ら
の
交
付
金
」
が
増
え
る
た
め
、
結
果

的
に
、
市
全
体
の
国
保
税
負
担
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

要
件
を
満
た
す
人
は
、
必
ず
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
（
届
け
出
に
は
、
年
金
証

書
と
印
鑑
が
必要

で
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

国 民 健 康 保 険
〜「助け合い制度」維持のため　

　　　　　　　私たちにできること〜

【運動】
□運動不足である（週２回、30分以上の軽く汗をかく運動を１
年以上やっていない）。

□体を動かす機会が少ない。
□ほぼ同じ年齢の同性と比べて、歩くのが遅い。
□近い距離でも自動車で出掛ける。
□階段を上がるとき、他人より息切れしやすい。

【食事】
□人と比べて食べるのが早い。
□就寝前の２時間以内に夕食を取ることが週３回以上ある。
□お酒を飲む機会が多い。
□間食をよくする。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に

備
え
て
、
わ
た
し
た
ち
加入者


（
被
保

険
者
）
が
お
金
（
保
険
税
）
を
出
し
合

っ
て
医
療
費
な
ど
を
補
助
す
る
「
助
け

合
い
の
制
度
」
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

生活習慣をチェック!
〜１つでも当てはまると肥満の危険性大〜

肥
満
予
防
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

カードは、保険証と併せて事前配布済みですが、
国保窓口で再発行もできます。

元気に働けるのも健康であればこそ

国民健康保険 国民健康保険

疾病分類統計（平成22年10月診療分）

１カ月の医療費約４億2700万円 生活習慣病の医療費約１億円

筋骨格系および結合組織の疾患
腎尿路生殖器系の疾患

その他の疾患
損傷、中毒およびその他の

外因の影響消化器系の疾患

呼吸器系の疾患

循環器系の疾患

眼等の疾患

くも膜下出血

脳内出血

動脈硬化（症）脳梗塞

その他の脳血管疾患

虚血性心疾患

高血圧性疾患

神経系の疾患

精神疾患、行動異常

内分泌、栄養、代謝疾患 新生物

感染症および寄生虫

生活習慣病
約24%

腎不全

糖尿病

こ
ん
な
と
き
に
は

　
　
国
保
に
届
け
出
を
！

自
分
の
健
康
は

　
　
　
自
分
で
守
る
！

医
療
機
関
の

　
　
受
診
に
つ
い
て

（表１）
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健
康
が
一
番
！

 
で
も
備
え
は
大
切
! !

国 

民 

健 

康 

保 
険 
税

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
税
率
改
正
に
ご
理
解
を
〜

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
は
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
加入者


の
皆

さ
ん
が
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
は
、
医
療
を
受
け
る
た

め
の
費
用
や
出
産
育
児
一
時
金
等
の
給
付

に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
の
国
保
運
営
を
安
定
さ

せ
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康

で
あ
り
続
け
、
医
療
費
を
最
小
限
に
抑
え

る
（
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
）
こ
と
や
、

国
保
税
の
収
納
率
向
上
を
図
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
保
会
計
の
健
全
化
に
つ

い
て
は
多
方
面
に
わ
た
り
努
力
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
現
行
の
税
率
で
は
、
今

年
度
の
収
入
額
が
約
５
，２
０
０
万
円
不
足

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。（
表
２
）

　

そ
こ
で
市
で
は
、
こ
の
よ
う
に
国
保
会

計
の
厳
し
い
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
、
今

回
や
む
な
く
国
保
税
率
の
見
直
し
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

　

非
常
に
厳
し
い
現
状
で
あ
る
市
の
国
保

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

国
保
事
業
の
財
政
状
況
を
健
全
に
保
ち
、

安
定
し
た
医
療
給
付
を
行
う
た
め
の
税
率

改
正
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
課
税

限
度
額
の
変
更
。（
表
３
）

〇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
に
よ
る

医
療
分
の
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割

の
変
更
。（
表
３
）

　

国
保
税
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
税
額
を
７
月
に
決
定
し
ま
す
。

　

医
療
費
を
賄
う
「
医
療
分
保
険
税
」、後

期
高
齢
者
医
療
を
支
援
す
る
「
支
援
分
保

険
税
」、介
護
保
険
を
支
援
す
る
「
介
護
分

保
険
税
（
40
〜
64
歳
）」を
、
所
得
割
・
資

産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
項
目
ご
と
に

計
算
し
、
そ
れ
ら
の
合
計
額
を
１
年
間
の

国
保
税
額
と
し
て
い
ま
す
。（
表
３
）

　

世
帯
の
総
所

得
が
一
定
以
下

の
場
合
は
、
均

等
割
額
と
平
等

割
額
を
７
割
・

５
割
・
２
割
軽

減
し
ま
す
。（
表

４
）

軽
減
に
お
け
る
注
意
事
項

〇
世
帯
の
加入者


の
中
に
未
申
告
者
が
い

る
場
合
は
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇
軽
減
判
定
に
は
、
国
保
に
加入

し
て
い

な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
み
ま
す
。

〇
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
し

た
人
の
人
数
や
所
得
も
含
め
ま
す
。

　

次
の
場
合
、
国
保
税
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。（
税
額
は
月
割
で
計
算
）

〇
社
会
保
険
等
へ
の
加入

・
離
脱
に
よ
り
、

資
格
を
取
得
・
喪
失
し
た
と
き
。

〇
出
生
・
死
亡
や
世
帯
合
併
・
分
離
な
ど

　

で
、
資
格
を
取
得
・
喪
失
し
た
と
き
。

〇
修
正
申
告
な
ど
に
よ
る
所
得
額
変
更
や
、

固
定
資
産
税
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

〇
40
歳
に
な
り
介
護
分
保
険
税
に
該
当
し

た
と
き
。

※
国
保
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
や
介
護

分
の
該
当
に
な
っ
た
と
き
は
そ
の
取
得

月
か
ら
、
ま
た
、
国
保
を
離
脱
し
た
と

き
は
離
脱
し
た
月
の
前
月
ま
で
で
月
割

計
算
し
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
が
変

更
と
な
る
65
歳
と
、
後
期
高
齢
者
医
療

加入

と
な
る
75
歳
の
人
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
月
の
前

月
ま
で
の
月
割
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
付
や
減
免
に
つ
い
て
は
、
６
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
市
の
国
保
運
営
は
高
齢
化
社
会

の
進
行
に
伴
う
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
単
年
度
で
は
赤
字
の
状
態
で
す
。
そ

の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど

の
不
測
の
事
態
に
備
え
て
貯
蓄
し
て
い
る

基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
運
営
を
し
て
い

る
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
約
４
億
６
千
万
円
あ
っ

た
基
金
も
、
平
成
23
年
度
当
初
で
は
約
59

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
い
よ
い
よ
底
を
突

く
状
況
で
す
。（
表
１
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
保
会
計
を
維
持
す

る
た
め
に
こ
れ
ま
で
、
歳
入
・
歳
出
の
両

面
に
つ
い
て
、
市
で
は
多
方
面
に
お
い
て

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

歳
入
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

〇
国
保
税
の
収
納
率
向
上
策
の
強
化

〇
国
・
県
へ
の
交
付
金
の
申
請

〇
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援

歳
出
の
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み

〇
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
事
業
の
推
進

〇
医
師
会
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
特
定
健

診
の
受
診
率
の
向
上

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

国民健康保険税 国民健康保険税

50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

千万円

年度H18 H19 H20

４億６千万円

H21 H22 H23

国保と特別会計基金残高の推移

底をつくことに…

（　　　　　　　　）

平成23年度国保特別会計の歳入・歳出

歳入内訳

歳入
73億536万円

歳出
73億5,736万円

不足分5,200万円

基金およびその他
収入

8,834万円
介護納付金
３億4,443万円

後期高齢者等
支援金等

６億7,650万円

その他拠出金
９億6,328万円

保険事業
7,290万円

総務費他
6,750万円

←税率見直し分で
　対応

高額医療費
交付金等

29億2,381万円

国・県・市
負担金

31億8,731万円

保険給付費
52億3,275万円

国保税
11億590万円

歳出内訳

保険税 負担項目等 22年度 23年度 増減

国
民
健
康
保
険
税

医
療
分

所得割 6.10% 6.90% +0.80%
資産割 19.50% 19.50% 据え置き
均等割 20,000円 20,500円 +500円
平等割 19,500円 20,000円 +500円

課税限度額 50万円 51万円 +1万円

支
援
分

所得割 2.00% 2.00%

据え置き
資産割 5.50% 5.50%
均等割 6,700円 6,700円
平等割 5,700円 5,700円

課税限度額 13万円 14万円 +1万円

介
護
分

所得割 1.90% 1.90%

据え置き
資産割 6.00% 6.00%
均等割 8,000円 8,000円
平等割 4,400円 4,400円

課税限度額 10万円 12万円 +2万円

各項目の計算方法
○����������������������所得割：（平成���������������22�������������年中所得���������−33������万円）���×��税率
○������������������資産割：平成������������23����������年度固定資産税���×��税率
○��������������均等割：国保加入者１人当たり
○����������平等割：１世帯当たり
※介護分保険税は、40〜64歳の人

【国保税率の新旧比較表】

１年間の国保税額＝医
（ 基 礎 課 税 分 ）
療分保険税＋支

（後期高齢者支援金分）
援分保険税＋介

（介護納付金分）
護保険税

軽減
割合 世帯主と加入者の合計所得

７割 33万円以下

５割 33万円＋24.5万円
×（被保険者数−1）以下

２割 33万円＋35万円
×被保険者数以下

【軽減基準】

な
ぜ
今
税
率
改
正
が
必
要
な
の
？

国
保
会
計
維
持
の
た
め
の
取
り
組
み

税
額
の
計
算

今
回
の
改
正
内
容

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

国
保
税
の
変
更

（表４）

（表３）

（表２）

（表１）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医

療
機
関
等
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
加入


者
（
75
歳
以
上
の
人
お
よ
び
65
歳
以
上
で

一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
）

に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
国
や

県
、
市
の
負
担
金
や
補
助
金
、
ま
た
、
他

の
医
療
保
険
制
度
か
ら
の
支
援
金
な
ど
と

合
わ
せ
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
運
営
の

た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
世
帯
主
が
納
付
義
務
者
で

す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
加

入者

一
人
ひ
と
り
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平
成
22

年
中
の
所
得
を
基
に
、
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
１
年
分
を
決
定
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
内
訳
は
、

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

と
、
一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均

等
割
額
」
と
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。（
表

５
）

　

な
お
、
１
年
間
の
保
険
料
の
限
度
額
は
、

50
万
円
で
す
。

　

所
得
が
33
万
円
を
超
え
、
91
万
円
以
下

の
人
は
、
所
得
割
額
を
５
割
軽
減
し
ま
す

（
所
得
33
万
円
以
下
の
人
は
所
得
割
額
の

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所

得
合
計
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
均
等
割

額
を
９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、
２
割
の

割
合
で
軽
減
し
ま
す
。（
表
６
）

　

制
度
に
加入

し
た
と
き
に
被
用
者
保
険

（
社
会
保
険
等
）
の
被
扶
養
者だ

っ
た
人

は
、
所
得
割
額
を
全
額
、
均
等
割
額
を
９

割
軽
減
し
ま
す
。

保
険
料
の
計
算

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

被
用
者
保
険
等
の

　
　

�
�
�
����




被
扶養

者
の
軽
減

区　　　分 料率（額）

所得割額 所得－33万円 8.63％

均等割額 被保険者１人当たり  45,900円

賦課限度額　　　　　　　　   500,000円

（表５）
１年間の保険料＝所得割額＋均等割額

軽減割合 世帯主と被保険者全員の所得合計が次の金額以下の場合

９割
33万円以下

被保険者全員が年金80万円以下 
（その他の所得がない場合）

８.５割 上記以外

５割 33万円＋24.5万円×世帯主を除く被保険者数

２割 33万円＋35万円×被保険者数

（表６）
均等割額の軽減基準

　

介
護
保
険
制
度
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
ま
た
、
介
護
が
必要

に
な
っ
て
も
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
制
度
で
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
を
賄
え
る
よ

う
に
算
出
さ
れ
、
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

ま
す
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
20
％
が
65

歳
以
上
の
保
険
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
）。

　

介
護
保
険
料
は
、
世
帯
全
員
の
課
税
状

況
、
本
人
の
年
金
収
入
額
や
合
計
所
得
金

額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
基
準
額
は
、
４
８
，１
０

０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

☎
㉒
２
１
１
１

○
保
険
税
・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
保
険
税
係
（
内
線
２
２
５
）

○
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

　

制
度
に
関
す
る
こ
と

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係（
内
線
２
８
４
）

○
介
護
保
険
の
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係（
内
線
２
５
３
）

※１　第４段階のうち、本人の課税年金収入額+合計所得金額が80万円以下の人の保険料額は、43,300円（基準額×0.9）です。

スタート

あなたは生活保護を受給
していますか？

は　い いいえ

第１段階
基準額×0.5

第２段階
基準額×0.5

第３段階
基準額×0.75

第４段階
基準額

または

※１

第５段階
基準額×1.25

第６段階
基準額×1.5

24,000円 24,000円 36,000円 48,100円

43,300円

60,100円 72,100円

あなたは、老齢福祉年金
を受給していますか？

世帯の誰かに市民税が課
税されていますか？

あなたは、市民税が課税さ
れていますか？

あなたは、前年の課税年金収入額＋合
計所得金額が80万円以下でしたか？

あなたは、前年の合計所得金額が
200万円以上でしたか？

START65歳以上の人の介護保険料
は次のようになります

生活保護受給者お
よび老齢福祉年金
受給者で、世帯全
員が市民税非課税
の人

世帯全員が市民税
非課税で、本人の
課税年金収入額＋
合計所得金額が80
万円以下の人

世帯全員が市民税
非課税で、第２段
階に該当しない人

本人が市民税課税
で、合計所得金額
が200万円未満の
人

本人が市民税課税
で、合計所得金額
が200万円以上の
人世帯員に市民税が

課税されているが、
本人は市民税非課
税の人

は　い

は　い

は　い は　い

は　い

いいえ いいえ いいえ

いいえいいえ

納
付
義
務
者

介護保険料 後期高齢者医療保険料

納付には、普通徴収と特別徴収の２つがあります。
普通徴収（納付書・口座振替）
■納付期限は、納付月の末日です。
　口座振替の場合は、納付月の25日に引き落とされ

ます。
特別徴収（年金からの引き落とし）
■対象者（次のすべてを満たす人）
　①特別徴収対象の年金額が年18万円以上
　②保険料（税）額（国保・後期の場合は介護保険

　料との合計）が対象年金額の１／２以下
※国保税は①・②に加え、
　③世帯主が国保に加入
　④国保加入者全員が65～74歳
■納付
　平成21年中の所得で仮計算した額の１／６（仮徴

収額…前年度から特別徴収の人は、２月の徴収額
と同額）を３回、今回決定した額から仮徴収額を
引いた額（本徴収額）を３回に分けて引き落とし。
減免について
　災害等で甚大な損害を受けた人や、特別な事情で
　保険税（料）を納めることが困難な人は、申請に
　よって保険税（料）が減免されることがあります。
　また、国保税には昨年度から非自発的失業者に対

する減免制度があります。詳しくは問い合わせて
ください。
納付月

納付と減免
通知書・納付書の発送

種　　類 発送予定日
国民健康保険税 ７月１日㈮
後期高齢者医療保険料 ７月11日㈪
介護保険料 ７月１日㈮

納入方法／月 ４ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２
特別徴収 △ △ △ ○ ○ ○
普通徴収 ● ● ● ● ● ● ● ●

△は仮徴収額、○は本徴収額
決定通知書・納付書発送予定日

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料  

介護保険料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　

〜
保
険
料
と
軽
減
に
つ
い
て
〜

介
護
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
の
保
険
料
は
い
く
ら
？
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■住民税がかかる人
　その年の１月１日現在、指宿市に住所がある人で、
前年に一定以上の所得（扶養する人数によって額は変
動）がある人。

■住民税がかからない人
①生活保護を受けている人。
②前年の合計所得金額が28万円（給与収入で93万円）　　

以下の人。
　ただし、障害者、未成年者、寡婦（夫）の場合は、

合計所得金額が125万円（給与収入で204万４千円）
以下の人。

■住民税の内訳
　住民税は、課税される人に一律にかかる「均等割」
額と、所得に応じて課税される「所得割」額の合計額
です。
①均等割
　3,000円（市民税）+1,500円（県民税）＝4,500円（均等

割）が一律に課税されます。
②所得割
　「所得」から扶養などの各種控除を差し引いた残り

の額に、10％（市民税６％、県民税４％）を乗じた
額が課税されます。

■納付の方法
　納付をする人の状態によって、次のいずれかの方法
になります。
①普通徴収
　市からの納付書や口座振替により、直接納付します。
②特別徴収
　勤務先の事業所等が、それぞれの年税額を毎月の給

料から差し引いて納付します。
　また、公的年金等に住民税がかかる人も、年金額か

ら差し引いて納付します。

　

問い合わせ先
　税務課市民税係　☎㉒2111（内線221）

■納付月と納付額
（例：年税額が６万円の場合）

②今年度から特別徴収される人	
（�４月１日現在で65歳になった人、前年度に税額変更

等で特別徴収が中止になった人など）

①前年度から継続の人

（注）�公的年金等以外の所得にかかる住民税は、年金の特別
徴収によらず、納付書による納付など別途の方法で納
付することになります。

パート収入と税金
※パートやアルバイトでも、年間93万円を超える収入

があれば住民税がかかります。（扶養する人がいない
場合）

※この表は「扶養する人がいない場合」であり、基礎控除以外
の控除がないときの事例です。この他に、社会保険料などの
控除がある場合は、税のかかる金額が変わります。

パート、
アルバイト収入

本人に税がかかるか 扶養者の所得 
税・住民税で 
扶養控除が受 
けられるか　

住民税 所得税均等割 所得割
93万円以下 × × × 受けられる
93万円を超え ○ × × 受けられる100万円以下
100万円を超え ○ ○ × 受けられる103万円以下
103万円超 ○ ○ ○ 受けられない

○：税がかかる　　×：税がかからない

知っておこう

市県民税（住民税）の納付が始まります。「市県民税」
は、毎年１月１日現在において居住している市や県
に納める税金です。一般には「住民税」と呼ばれ、
市が徴収します。

市県民税（住民税）の
納付が始まります

～
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
～

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

�������






�
�
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認
知
症
と
は
、
�
�
�
���



脳
血管

性
認
知

症
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

な
ど
、
脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、

委
縮
し
て
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り

し
て
脳
機
能
に
障
害
が
起
こ
り
、

日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
状

態
を
い
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
が
あ
る
病
気
で
、
85
歳
以
上
の

４
人
に
１
人
が
か
か
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
で
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
な
病
気
で
す
。

　

認
知
症
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
病
気
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

正
し
く
理
解
し
て
い
る
人
が
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

　

地
域
の
中
に
少
し
気
に
な
る
人

が
い
た
ら
、
声
を
掛
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
具
体
的
な
援
助
は
で
き

な
く
て
も
、
理
解
者
で
あ
る
こ
と

を
示
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
人
の

気
持
ち
は
ぐ
っ
と
楽
に
な
り
、
そ

の
声
掛
け
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
と
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に

は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
養
成
講
座
の
受

講
が
必要

で
す
。

　

養
成
講
座
は
、
自
治
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
、
学
校
や
職
場
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
や
団
体
、
友
人
の

集
ま
り
な
ど
に
市
か
ら
講
師
を
派

遣
し
、
約
１
時
間
程
度
の
講
座
を

行
い
ま
す
。
講
座
終
了
後
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
し
「
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。�
�
�
�
����
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開催要


件
は
、
�担

当
窓
口
ま
た
は
�
�
�����





市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。http://w

w
w

.city.ibusuki.lg.jp

）

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係

☎
������������












㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

　

市
で
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
を
除
く
65
歳
以
上
を
対
象
に
、

現
在
の
心
身
の
状
況
や
日
常
生
活

の
様
子
を
伺
う
ア
ン
ケ
ー
ト
（
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・
生
活
状
況
）

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
高
齢
者
の
心
身
等
の
生
活
機

能
状
況
を
把
握
し
、
介
護
予
防
が

必要

な
人
に
対
し
て
、
介
護
予
防

事
業
（
元
気
は
つ
ら
つ
教
室
等
）

へ
の
参
加
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
閉
じ
こ
も

り
や
う
つ
等
に
よ
り
、
日
常
生
活

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者
を

早
期
に
把
握
し
、
必要

な
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
先
月
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
提

出
し
て
い
な
い
人
は
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
郵
送
、
ま
た
は
��

次
の

窓
口
に
�
�
�����
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直
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提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
窓
口

○
長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係

○
�
�
�
�
�
����



�
�
�

山川

・
開聞

支
所
市
民
福祉

課

健
康
福祉

係

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係

☎
������������












㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

高
齢
者
の
生
活
機
能
等
の

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

公的年金等の特別徴収の人

普通徴収の人
月 ６月 ８月 11月 １月

納 付 額 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円

納付方法 納付書や口座振替

月 ４月 ５月 ６月 10月 12月 ２月
納 付 額 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円

算出方法 前年度２月と同額
（仮徴収）

22年度分の残額を
1/3ずつ徴収

納付方法 年金からの差し引き

月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
納 付 額 １万５千円 １万５千円 １万円 １万円 １万円

算出方法 年税の1/4 年税の1/4 年税の
1/6

年税の
1/6

年税の
1/6

納付方法 納付書や口座振替 
（普通徴収）

年金からの差し引き 
（特別徴収）

養成講座の様子

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

認
知
症
と
は
？

指宿フェニックスホテルでは、
従業員43人が認知症サポーター

認知症サポーターの証し
「オレンジリング」

　

市
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、
支
援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
水
道

の
水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
い
つ

で
も
安
全
な
水
が
手
に
入
る
た
め
、

つ
い
無
駄
に
使
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
も
水
が
出
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
た
ち
ま
ち
生

活
が
不
便
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

６
月
１
日（
水
）か
ら
７
日（
火
）

ま
で
は
「
水
道
週
間
」
で
す
。
こ

の
機
会
に
水
の
使
い
方
を
見
直
し
、

水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
家
の
増
改
築
な
ど
で
、
水
道
メ

ー
タ
ー
が
屋
内
や
床
下
に
な
る

場
合
は
、
検
針
し
や
す
い
場
所

に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
は
、
出
入
口
や
水
道
メ
ー
タ

ー
か
ら
離
れ
た
所
に
つ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

地
中
の
配
管
が
、
老
朽
化
な
ど

に
よ
っ
て
水
漏
れ
を
起
こ
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
漏
れ
は
、

大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り

メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

水
漏
れ
に
注
意

で
な
く
、
家
庭
の
水
道
料
金
が
高

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
メ
ー
タ
ー
の
手
前
で
の

漏
水
は
料
金
に
反
映
さ
れ
な
い
た

め
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
家

庭
内
の
水
の
出
が
悪
く
な
る
ば
か

り
か
、
陥
没
な
ど
の
二
次
災
害
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

簡
単
な
水
漏
れ
チ
ェ
ッ
ク

　

家
庭
内
の
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉

め
た
後
、
量
水
器
の
中
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
水
漏

れ
を
し
て
い
る
と
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
ゆ
っ
く
り
回
り
ま
す
の
で
、
す

ぐ
に
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

（
以
下
、
指
定
工
事
店
）
に
修
理

を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

水
漏
れ
の
減
免
申
請

　

水
漏
れ
に
よ
り
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
た
場
合
に
、
料
金
を
減
額

す
る
申
請
（
減
免
申
請
）
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場

合
は
、
そ
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
ト
イ
レ
等
で
、
使
用
し
て

い
な
い
の
に
水
が
流
れ
て
い
る

場
合

○
太
陽
熱
ヒ
ー
タ
ー
や
電
気
温
水

器
な
ど
の
給
湯
に
関
す
る
施
設

や
、
露
出
配
管
で
の
水
漏
れ
の

場
合

　

給
水
装
置
の
工
事
は
、
指
定
工

事
店
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
委
託
を

受
け
て
施
工
し
ま
す
。
指
定
工
事

店
以
外
の
業
者
が
施
工
し
た
給
水

装
置
で
は
、
給
水
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
入
居
ま
た
は
転
入
、
転

出
す
る
際
は
、
家
主
か
入
居
者
本

人
、
ま
た
は
不
動
産
業
者
の
い
ず

れ
か
が
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、「
事
業
に

必要

な
経
費
は
、
そ
の
経
営
に
伴

う
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
」

と
法
律
で
定
め
ら
れ
、
独
立
採
算

制
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
経
営
に
か
か
る
経
費
は
、

皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

納
期
限
後
１
カ
月
を
過
ぎ
た
場

合
、
督
促
手
数
料
と
し
て
１
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
利
用
を

　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
手
続

き
が
簡
単
な
金
融
機
関
の
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
納
入
通
知
書
を
持
参
し
、

金
融
機
関
窓
口
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

※
水
道
に
関
し
て
疑
問
、
相
談
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
水
道
課

☎
㉒
２
１
１
１

　

業
務
係
（
内
線
３
８
３
）

　

工
務
係
（
内
線
３
８
５
）

○
水
道
課
山川

分
室

　

☎
㉞
１
１
１
６

○
水
道
課
開聞

分
室

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
４
２
０
）

納
入
は
納
期
限
内
に

給
水
装
置
工
事
の
申
し
込
み

転
入
や
転
出
の
際
は
届
け
出

水は大切な資源
６月１日から７日までは水道週間

パイロット

　

市
で
は
、
環
境
月
間
に
合
わ
せ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
指
宿
の
環

境
を
知
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

パ
ネ
ル
展
を
開催

し
ま
す
。

期
間　
６
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）

場
所　

指
宿
庁
舎
ロ
ビ
ー

展
示
内
容
（
パ
ネ
ル
で
紹
介
）

①
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動

②
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
の
作
り
方

や
効
果

③
ご
���������









み
��������








の
分
別
方
法　

な
ど

　

鹿
児
島
県
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
上
陸

頭
数
が
日
本
で
一
番
多
い
県
で
す
。

そ
の
た
め
、
県
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の

保
護
を
目
的
と
し
た
「
鹿
児
島
県

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、

県
内
全
域
の
海
岸
で
、
許
可
な
く

ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
た
り
、
卵
を

採
取
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。
違

反
す
る
と
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
例
年
５
〜
８
月
に
か

け
て
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・
産

卵
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
平
成
22

年
度
は
、
44
回
の
上
陸
と
29
回
の

産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
率
は
、
砂
浜

の
減
少
や
砂
鉄
に
よ
る
過
剰
な
砂

の
温
度
上
昇
、

人
に
よ
る
砂

の
踏
み
固
め

な
ど
に
よ
り
、

著
し
く
低
下

す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
本
市
で
は
、
産
卵
場

所
の
状
況
に
よ
り
ふ
化
場
へ
卵
を

移
設
し
、
ふ
化
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
を

海
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に
は
海

だ
け
で
な
く
、
砂
浜
の
環
境
も
守

る
必要

が
あ
り
ま
す
。
母
ウ
ミ
ガ

メ
が
安
心
し
て
産
卵
し
、
ふ
化
し

た
子
ガ
メ
が
無
事
に
海
に
帰
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
点
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
海
岸
で
む
や
み
に
ラ
イ
ト
を
付

け
な
い

産
卵
期
の
ウ
ミ
ガ
メ
は
光
を
嫌

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ガ
メ
は
本

能
的
に
光
に
向
か
う
た
め
、
弱

い
光
で
さ
え
も
悪
影
響
を
与
え

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

②
暗
く
な
っ
た
海
岸
で
は
む
や
み

に
歩
か
な
い
、
騒
が
な
い

人
の
気
配
に
気
付
い
た
ウ
ミ
ガ

メ
は
、
上
陸
を
止
め
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
ふ
化
し
た
子
ガ

メ
を
踏
ん
で
し
ま
う
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

③
ウ
ミ
ガ
メ
に
触
ら
な
い

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
非
常
に
敏
感
で

動
揺
し
や
す
い
た
め
、
絶
対
に

触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
海
岸
に
ご
み
を
捨
て
な
い

砂
浜
に
散
乱
し
て
い
る
ご
み
は
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
や
海
に
帰
る

と
き
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

⑤
ウ
ミ
ガ
メ
の
足
跡
を
消
さ
な
い

ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
す
る
と
砂
浜

に
足
跡
が
残
り
ま
す
。
ウ
ミ
ガ

メ
保
護
監
視
員
は
、
そ
の
足
跡

を
手
掛
か
り
に
産
卵
場
所
を
確

認
し
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ

の
足
跡
を

見
付
け
た

と
き
は
、

消
さ
ず
に

連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

　

こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
ご
み
の
分
別
化
・
資
源

化
・
減
量
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
の
量
を
前
年
度
と
比

べ
て
み
る
と
、
21
年
度
で
は
98
・

３
％
、
22
年
度
で
は
98
・
８
％
と

確
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
で
も
可
燃
ご
み
の

中
に
資
源
ご
み
（
特
に
紙
類
）
が

混
在
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
分

別
は
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

　

今
後
も
、
分
別
の
徹
底
や
生
ご

み
の
水
切
り
な
ど
に
よ
り
、
ご
み

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
は
、
指
定
ご
み
袋
に
「
氏

名
」
を
記
入
の
上
、
指
定
日
の

午
前
６
時
か
ら
午
前
８
時
30
分

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

10,000
（ｔ）

（年度）

家庭ごみ排出量の推移

可燃

不燃

資源

8,000

8,443 8,375 8,211

1,701 1,602 1,660

475 464 441

6,000

4,000

2,000

H20 H21 H22
0

ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
を

学校内に設置してあるふ化場

砂浜に残された足跡

昨年のウミガメ放流会の様子

６
月
は
環
境
月
間

　

６
月
５
日
は
「
世
界
環
境

デ
ー
」
と
し
て
、
世
界
中
で

環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
日
本
で
は
、
環
境

保
全
に
対
す
る
国
民
の
意
識
・

関
心
を
高
め
る
た
め
、
６
月

を
環
境
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
環
境
展

守
ろ
う
ウ
ミ
ガ
メ

海
岸
で
は
気
を
付
け
て
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報
恩

謝
徳

　

「
雨
は
愛
の
よ
う
な
も
の
だ
」

　

室
生
犀
星
の
「
雨
の
詩
」
の
言

葉
で
す
。

　

間
も
な
く
梅
雨
入
り
。
先
日
、

魚
見
岳
に
登
り
ま
し
た
が
、
市
街

地
や
遠
く
の
開聞

岳
は
雨
に
煙
っ

て
い
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
で
は
雨
が
降
る
と
「
島

津
雨
」
と
呼
ん
で
縁
起
が
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
祝
い
事
の
日
に

雨
が
降
れ
ば
い
っ
そ
う
め
で
た
い

そ
う
で
す
。
ど
う
や
ら
、
島
津
家

初
代
当
主
・
忠
久
の
生
ま
れ
た
日

が
雨
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ

う
で
す
。

　

雨
の
情
景
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ

り
、
雨
を
詠う

た

っ
た
詩
や
歌
は
実
に

多
く
あ
り
ま
す
。
雨
模
様
だ
と
自

分
の
都
合
で
「
あ
い
に
く
の
」
と

言
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
近

ご
ろ
の
天
候
異
変
で
「
愛
の
よ
う

な
雨
」
に
共
感
す
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
が
輸
入
す
る

農
畜
産
物
、
工
業
製
品
の
生
産
に

必要

な
水
の
量
は
、
年
４
０
０
億

㎥
以
上
だ
そ
う
で
す
。「
仮
想
水
」

と
い
わ
れ
る
こ
の
水
は
、
日
本
が

輸
出
す
る
量
よ
り
も
輸
入
が
多
い

こ
と
か
ら
、
実
は
日
本
は
「
水
の

輸
入
国
」
で
あ
る
ら
し
い
の
で
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
、
多

く
の
人
命
を
奪
っ
た
水
（
海
水
）。

し
か
し
、
一
方
で
被
災
者
が
最
も

必要

と
し
て
い
る
も
の
も
水
（
飲

料
水
）
で
し
た
。
豊
か
な
水
に
恵

ま
れ
た
故
郷
・
指
宿
に
住
む
私
た

ち
は
、
あ
ら
た
め
て
水
に
つ
い
て

考
え
る
必要

が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

梅
雨
を
「
雨あ

ま
み
ど
き

見
時
」
と
も
呼
ぶ

そ
う
で
す
。
犀
星
の
「
雨
の
詩
」

は
、「
永
い
間
、
雨
を
し
み
じ
み
と

眺
め
て
い
た
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

降
る
雨
や
海
を
見
つ
め
る
余
裕

を
持
ち
、「
水
」
に
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
る
６
月
で
す
。

指
宿
市
長　

豊
留 

悦
男

島
津
雨
（
し
ま
っ
あ
め
）

～
雨
を
見
つ
め
、
水
を
思
う
～雨に濡れるアジサイ

い
ぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）

61

　

今
和
泉
に
あ
る
豊
玉
媛
神
社
に

は
棟
札
８
点
が
収
蔵
さ
れ
、
氏う

じ
こ子

ら
に
よ
っ
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
５
月
11
日
、
こ
の
棟
札

が
新
た
に
市
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

指
定
さ
れ
た
棟
札
は
、
中ち

ゅ
う
ぐ
う
だ
い

宮
大

明
神
社
（
現
在
の
豊
玉
媛
神
社
）

に
関
連
す
る
棟
札
が
６
点
、
鹿
児

島
市
内
に
あ
っ
た
伊い

さ佐
知ち

ご
ん
げ
ん
し
ゃ

権
現
社

の
棟
札
が
１
点
、
玖く

だ
ま玉

神
社
の
棟

札
が
１
点
の
計
８
点
で
す
。

　

棟
札
に
は
社し

ゃ
で
ん殿

や
鳥
居
、
仁
王

像
、
宝ほ

う
で
ん殿

の
造
営
や
再
興
し
た
記

録
を
は
じ
め
、
建
立
に
携
わ
っ
た

当
時
の
石
工
や
侍
衆
、
地
域
住
民
、

宮
司
や
庄
屋
の
名
前
と
人
数
が
墨

文
字
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
古
の
棟
札
は
１
５
４
４
年
の

戦
国
時
代
の
も
の
で
、
最
も
新
し

い
棟
札
は
１
８
２
２
年
の
江
戸
時

代
後
期
の
も
の
で
す
。

　

８
点
の
棟
札
の
１
つ
、
２
号
棟

札
か
ら
は
、
元
禄
８
年
（
１
６
９

５
年
）
に
中
宮
大
明
神
社
に
鳥
居

と
仁
王
像
２
体
を
建
立
し
、
そ
の

仁
王
像
の
開
眼
を
宮
ヶ
浜
に
あ
っ

た
長

ち
ょ
う
し
ょ
う
い
ん

勝
院
の
僧
侶
快か

い
で
ん傳

が
執
り
行

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の

歴
史
的
事
実
は
、
２
号
棟
札
の
文

面
に
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
唯

一
の
文
字
史
料
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
豊
玉
媛
神
社
の
棟

札
は
、
市
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
た

め
の
大
変
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

 　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
市
内
の
文
化
財
や
自
然
、

郷
土
芸
能
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
市

内
の
す
べ
て
を
貴
重
な
「
展
示
品
」

と
し
、
市
全
体
を
博
物
館
と
す
る

「
指
宿
ま
る
ご
と
博
物
館
」
事
業

を
展
開
中
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
文
化
財
と
自
然
を

中
心
に
市
内
の
見
ど
こ
ろ
75
カ
所

を
紹
介
し
た
「
指
宿
ま
る
ご
と
博

物
館
マ
ッ
プ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
で
は
、
市
内
を
今
和
泉
、

宮
ヶ
浜
、
知
林
ヶ
島
、
揖
宿
神
社
、

濵
𥔎
太
平
次
関
連
史
跡
、
池
田
湖
、

鰻
池
、
山川

港
、
竹
山
・
長
崎
鼻
、

枚
聞
神
社
の
10
の
地
区
や
周
辺
の

エ
リ
ア
に
分
け
、
見
ど
こ
ろ
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ッ
プ

に
掲
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
携
帯
電

話
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
詳
細

情
報
を
検
索
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
観
光
協
会
が
運
営

す
る
指
宿
ま
る
ご
と
観
光
ガ
イ
ド

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
内
外

に
本
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

２号棟札

新
・
市
指
定
文
化
財

　

豊と
よ
た
ま
ひ
め

玉
媛
神
社
等
棟む

な
ふ
だ札
８
点

指
宿
ま
る
ご
と
博
物
館
の

　
　
　
　

マ
ッ
プ
が
完
成

マップは、時遊館COCCOはしむれや
市観光課等で無料配布

み
ょ
う

　各種団体や市民の皆さんからご協力いただいた義援金等について、市や市社会福
祉協議会を通じて被災地へ送られた額をお知らせします。（４月19日～５月16日まで
の受付分を掲載）
　なお、団体のみを掲載していますが、一個人として多くの方々にも多額の寄付を
いただいていることをお伝えいたします。

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の

全
線
開
業
に
併
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
の
鹿

児
島
中
央
駅
と
指
宿
駅
を
結
ぶ
観

光
特
急
列
車
「
指
宿
の
た
ま
て
箱

（
愛
称
・
い
ぶ
た
ま
）」の
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

い
ぶ
た
ま
は
、
九
州
新
幹
線
を

利
用
し
て
関
西
・
中
国
地
方
な
ど

か
ら
本
市
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光

客
ら
で
高
い
乗
車
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。
観
光
客
が
減
少
し
つ
つ
あ

っ
た
本
市
の
観
光
浮
揚
の
起
爆
剤

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ぶ
た
ま
の
高
い
乗
車
率
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
市
民
が
観
光

客
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
気
持
ち
を

表
す
こ
と
も
必要

で
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
い
ぶ
た
ま
を
見
か
け

た
ら
、
手
を
振
る
こ
と
も
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

「
畑
仕
事
の
手
を
休
め
て
」「
学

校
の
休
み
時
間
に
」「
散
歩
の
途
中

で
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

「
い
ぶ
た
ま
」
に
手
を
振
り
、
観

光
客
を
も
て
な
し
ま
し
ょ
う
。　

　

い
ぶ
た
ま
の
発
着
・
通
過
予
想

時
刻
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
課
観
光
企
画
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

西指宿中では学校の梅を
収穫・販売して義援金に

駅名 薩摩今和泉 宮ヶ浜 二月田 指宿
下り 10：36 10：40 10：43 10：46
上り 11：03 10：59 10：56 10：53
下り 12：33 12：37 12：40 12：43
上り 13：02 12：58 12：55 12：52
下り 14：48 14：52 14：55 14：58
上り 15：16 15：12 15：09 15：06

※指宿駅は発着時刻、他は通過予想時刻

「いぶたま」発着・通過予想時刻

「
い
ぶ
た
ま
」に
手
を
振
ろ
う

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 

①

観
光
シ
リ
ー
ズ

東日本大震災被災者への
義援金・支援金

団　体　名 金額（円）
24 指宿市自治公民館連絡協議会 9,931,979 
25 ㈲長寿庵、㈱ハッピーポイント（募金箱） 120,415 
26 指宿酒造株式会社（募金箱） 13,197 
27 指宿市立北指宿中学校同窓会グラウンド･ゴルフ大会 5,500 
28 指宿酒造㈱役員一同 100,000 
29 指宿酒造㈱ 100,000 
30 指宿酒造㈱利右衛門会一同 50,000 
31 ㈲長寿庵、㈱ハッピーポイント社員一同 20,000 
32 ㈲長寿庵、㈱ハッピーポイントグループ 150,000 
33 ㈲福永文苑堂・㈲文苑堂事務機・ペンショップ・馬場喜書店・㈲米永書店 50,000 
34 山川小学校PTA 20,161 
35 山川小学校児童会 25,453 
36 池田小学校 5,808 
37 宮ヶ浜上地区長寿会 5,000 
38 第一長寿会（宮ヶ浜） 5,000 
39 指宿商工会議所チャリティー会員 37,000 
40 市役所各庁舎（募金箱） 20,507 

団　体　名 金額（円）
1 ㈳指宿青年会議所 1,036,813 
2 指宿音楽倶楽部「一期一会」 93,638 
3 ㈲ファインサプライ（道の駅いぶすき「彩花菜館」） 130,466 

団　体　名 金額（円）
1 丸福会 10,000 
2 エムザス指宿店 33,226 
3 興南建設　建友会〔義援金〕 57,940 
4 丹波小学校児童会 28,548 
5 ミートショップ尾曲（募金箱） 107,876 
6 興南建設　建友会〔支援金〕 100,000 
7 指宿市老人クラブ連合会開聞支部総会 1,572 
8 高齢者健康クラブ 8,854 
9 21日会 20,000 
10 湯心会 30,000 
11 小田公民館　千手観音保存会 50,000 
12 ㈲肉の上髙原 100,000 
13 ㈲肉の上髙原（募金箱） 19,111 
14 鹿児島信用金庫ハッピー会指宿支部 30,000 
15 鹿児島信用金庫指宿支店婦人の会 30,000 
16 指宿市老人クラブ連合会指宿支部丹波校区 65,000 
17 開聞ゲートボール協会 54,000 
18 ㈲川畑工務店 50,000 
19 久保　不老長生会 6,500 
20 指宿市身体障害者福祉協会 30,000 
21 まつもと一広歯科（募金箱） 20,113 
22 大山老友会 18,622 
23 いわさきホテル（募金箱） 25,739 

団体から直接送られた義援金等（申し出分を掲載）

皆さんの善意、ありがとうございます

市や市社会福祉協議会に寄せられた義援金や支援金（４/19 〜５/16 受付分、受付日順に掲載）
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ズームアップ いぶすき

　小田口屋の屋号でさつま揚げの製造販売を行って
いる株式会社シュウエイが、市内の本店隣接地に新
たな工場を増設します。４月15日、県の立ち会いの
もと、その立地協定調印式が市役所で行われました。
秋元次治代表取締役は、「これまで、東京を基盤にし
た事業展開に傾注し過ぎて、地元への貢献が足りな
かったという思いがある。工場増設で雇用を創出し、
故郷に貢献したい」と話しました。

調印後、市長らと握手を交わす秋元代表取締役（右）

新  たな雇用で地元に貢献　　
株式会社シュウエイと立地協定を締結

　池田小学校が「人権の花」運動実施校に指定され、
４月18日に開会式が行われました。この運動は、花
の栽培を通じて優しい思いやりの心を育て、情操を
豊かにすることを目的にしています。式では、人権
擁護委員らが人権の花である「ひまわり」の種など
を贈呈。代表して６年生の志水佑守さん（池崎）が
「思いやりや人権を大切にする気持ちを、さらに持
てるようにしたい」とお礼を述べました。

ひ まわり大きく育てたい　
池田小で「人権の花」運動　

ひまわりの種やプランターなどを児童に贈る

　４月17日、「九州オールドカーフェスタin指宿かい
もん」が、かいもん山麓ふれあい公園で開催されま
した。会場には県内外から196台の名車や旧車、２
輪車等が並び、また、サイドカーチャリティー試乗
会や地元特産品の販売なども行われました。訪れた
約１万１千人は、車を前に記念撮影やオーナーと当
時の思い出話を楽しむなど、往年の名車等を前にに
ぎわいを見せていました。

往年のクラシックカーに人だかり

往  年の名車・旧車がズラリ　
オールドカーフェスタ開催

　４月22日、指宿地域の小・中学９校の給食に、本
市の特産品であるソラマメを使用した「ソラマメパ
ン」が登場しました。学校給食ではアンパンの人気
が高いため、パンのあんに地元食材が使えないかと、
パンを製造する山崎昇平さん（潟山）が給食センタ
ーに提案して実現。山崎さんは、　「給食をとおして、
地元指宿のソラマメが生産量日本一だと知ってもら
いたい」と話しました。

地 元の食材味わって　
ソラマメパンに大喜び

緑色のあんに喜ぶ子どもたち

一斉に海に飛び込む選手たち

最後の力を振り絞りランコースへ
市民会館〜宮ヶ浜海岸間を往復
するバイク

女子優勝の
松田朋子選手

男子優勝の
永田成也選手 お疲れさまでした

池田湖カヤック体験教室 知林ヶ島・砂州ウオークラリー

タイムトライアルサイクルレース 魚見岳ヒルクライムレース
ノッチさん 菊地幸夫弁護士 磯野貴理さん

日本テレビ「行列のできる法律相談所」
メンバーが参加
　５月15日のトライアスロンＡコース（オリンピックデ
ィスタンス）には、日本テレビ「行列のできる法律相談
所」のメンバーも
参加しました。メ
ンバーは観客の声
援に応えながら、
全員ゴールしまし
た。この模様は後
日、放映される予
定です（現時点で
の放映日は未定）。 東野幸治さん 安田美沙子さん

鉄
人
、
自
ら
の
限
界
に
挑
む

−

第
25
回
記
念

　
　
　

指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

−

　

５
月
14
日
・
15
日
、
指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
が
開催

さ
れ
ま
し
た
。
25
回
目
と
な
る
今
年
は
、

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
（
３
３
８
人
参
加
）
や
知
林
ヶ
島
・

砂
州
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
魚
見
岳
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
な

ど
に
加
え
、
池
田
湖
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
教
室
も
行
わ
れ
、
ス
ポ

ー
ツ
の
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき
まちの話題

　本格的な渡島シーズンを迎えた知林ヶ島をきれい
にしようと、クリーン指宿市民会議（今村善哉会長）
が市内の各種団体に呼び掛けて５月８日、「知林ヶ島
クリーンアップ作戦」を実施しました。参加者約100
人は、ペットボトルや空き缶、大きな巻き網などの
漂着ごみを約１時間かけて収集、230kgあまりを拾い
集めました。また、同日早朝にはクリーン指宿も行
われ、観光地らしい美しいまちになりました。

さまざまな漂着ごみを拾い集める参加者

島 も思い出も美しく　
指宿の宝「知林ヶ島」を清掃

　５月９日、市特産「徳光スイカ」の収穫が始まり
ました。山川西瓜専門部会の宮田實吉さん（今村）
のハウスでは、早朝から重さ約６kgのスイカ200玉
が収穫され、トラックに次々と積み込まれていきま
した。宮田さんは、「今年は寒くてスイカの生育に影
響したが、４月ごろには天候も回復し、糖度も例年
並みにある」と話してくれました。徳光スイカは１
個３～４千円で取引され、県内のみで販売されます。

ま るまる育った夏のスイーツ　
徳光スイカの初出荷　

愛情込めて育てたスイカ

　５月９日、今和泉漁港に隣接する県水産技術開発
センターで、うみべの教室が開催され、今和泉小５
年生19人がワカメの種付けを体験しました。子ども
たちは、準備されたワカメの雌株から遊

ゆ う そ う し

走子（種の
ようなもの）を放出させ、苗床となる種糸に定着さ
せました。馬場畑唯里さん（細田東前）は、「雌株は
ザラザラでプニプニした触感でした。全部無事に大
きく育ってほしい」と話してくれました。

不思議な触感のワカメの雌株

錦  江湾で生育観察　
うみべの教室でワカメ栽培　

　（社）鹿児島県建築協会が８月に迎える設立50周年
の記念として、県内市町村に計40台の車イスを贈呈
しました。この内の１台が本市にも贈呈されること
になり、５月11日に濵田信行南薩支部長から現物が
手渡されました。濵田支部長は、「高齢化社会に突入
し、福祉サービス等の充実が求められています。高
齢者や障害者の皆さんが、元気で明るい毎日を過ご
せるよう、役立ててほしい」と話しました。

高 齢者や障害者のために
県建築協会が車イスを寄付

濵田支部長（左）から贈呈された車イス

　５月７日、今和泉篤姫会の会員約20人が、今和泉
島津家墓地に生い茂った樹木の伐採を行いました。
これからの台風シーズンを前に、倒木などによる被
害を未然に防ごうと、市提案公募型補助事業として
高所作業車を借り上げるなど、大規模な作業となり
ました。同会代表の野元辰美さん（麓上）は、「貴重
な文化財が壊れる心配がなくなった。訪れた観光客
にも喜んでもらえる」と話しました。

１日がかりで行われた作業

貴 重な文化財を守る
今和泉篤姫会がボランティア清掃

　５月８日、太平次公園でいぶすきマルシェが開催
されました。マルシェは、フランス語で「市場」を
意味し、市提案公募型補助事業の１つとして開催さ
れ、飲食や特産品、雑貨など約70店が軒を連ねまし
た。実行委員長の道下克雄さん（仮屋）は、「心配し
ていた天候も何とか持ち、多くの市民に来ていただ
いた。今後もにぎわいの場を創出したい」と、次回
開催にも意欲的でした。

港 の市場、活気づく
大盛況！いぶすきマルシェ

多くの家族連れでにぎわう会場

　４月29日、セントラルパーク指宿で恒例のアロハ
宣言セレモニーが行われ、会場にはアロハシャツを
着用した親子連れの市民らが集まりました。豊留市
長が、「本日から10月まで、ユニホームとしてアロハ・
ムームーを着用する」と高らかに宣言。セレモニー
後のアロハウオークでは、アロハシャツを着た市民
らが市内約７㎞を歩き、一足早く初夏を迎えた指宿
の心地よさを感じました。

指 宿の夏到来　
アロハ宣言＆アロハウオークを開催

市民に囲まれアロハ宣言をする豊留市長

　４月24日、大阪市で近畿指宿会（田中脩会長）の
第36回総会が行われ、約290人の会員が集いました。
市からも、豊留市長や松下議長らが参加。豊留市長
は、「九州新幹線全線開業と観光特急列車いぶたま運
行で、故郷がずいぶん近くなりました。気軽に帰省
を」とあいさつしました。また、指宿から新西方士
官節同好会12人も駆け付け、踊りを披露。参加者ら
は大いに喜び、盛大な拍手を送っていました。

会場で披露された新西方士官節同好会の踊り

故 郷の芸能に歓喜
近畿指宿会が総会
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指
宿
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
心

と
体
の
健
康
を
目
指
し
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開催

し
ま
す
。　

　

特
別
講
演
会
や
歯
科
相
談
・
健

康
食
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
２
日（
土
）13
時
～

■
場
所　

市
民
会
館

■
入
場
料　

無
料

特
別
講
演
会

■
演
題　
「
21
世
紀
の
が
ん
治
療
」

■
講
師　

○
永
田
良
一
氏
（
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス

医
学
研
究
財
団
理
事
長
）　
　

○
菱
川
良
夫
氏
（
が
ん
粒
子
線
治

療
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
市
歯
科
医
師
会
健
康
フ
ェ

　

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務

　

局

　

☎
㉒
３
５
６
１

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
１
）

■
日
時　

７
月
18
日（
月
）海
の
日

９
時
～
12
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
（
児
ヶ
水

漁
港
）

■
内
容　

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
の
無
料
体
験

■
申
込
方
法　

１
週
間
前
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
使
用
時
間
の
変
更

　

10
月
１
日
か
ら
使
用
時
間
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

○
使
用
時
間　

13
時
～
22
時

○
休
館
日　

月
曜
日
（
変
更
な
し
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

Ｂ
＆
Ｇ
山川

海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉟
２
０
１
６

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
障
害
者
委
託
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
科
目　

Ｏ
Ａ
事
務
科　

■
定
員　

10
人

■
訓
練
期
間　

７
月
12
日（
火
）～

９
月
30
日（
金
）

■
授
業
料　

無
料

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を

持
つ
人
で
、
早
期
の
就
職
や
復

職
を
目
指
す
人

■
募
集
締
切
日　

６
月
16
日（
木
）

■
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指

　

宿
に
設
置
し
て
あ
る
所
定
の
用

　

紙
に
必要

事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

面
接
に
よ
り
選
考

し
ま
す
。　

○
日
時　

６
月
24
日（
金
）13
時　

○
場
所　

学
校
法
人
赤
塚
学
園

■
そ
の
他　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

か
ら
斡あ

っ
せ
ん旋
を
受
け
た
人
で
、
雇

用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

訓
練
期
間
中
も
給
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
て

い
な
い
人
は
、
訓
練
生
活
支
援

給
付
金
か
訓
練
助
成
金
が
支
給

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
先　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿　

　

☎
㉒
４
１
３
５

問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

　

校

　

☎
０
９
９
６-

４
４-

２
２
０
６

　

市
営
唐
船
峡
そ
う
め
ん
流
し
で

は
、
繁
忙
期
で
あ
る
夏
季
の
パ
ー

ト
等
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
間　

７
月
16
日（
土
）～
８
月

31
日（
水
）

■
勤
務
時
間　

10
時
～
17
時
（
状

況
に
よ
り
勤
務
時
間
の
変
更
が

あ
り
ま
す
。）

■
応
募
締
切
日　

６
月
30
日（
木
）

一
般
パ
ー
ト

■
募
集
人
員　

25
人

■
勤
務
内
容　

接
客
、
配
膳
お
よ

び
片
付
け

■
賃
金　

時
給
７
４
０
円

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

最
近
撮
影
（
６
カ
月
以
内
）
し

た
上
半
身
の
写
真
を
張
り
、
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

高
校
生
ア
ル
バ
イ
ト

■
募
集
人
員　

20
人

■
勤
務
内
容　

片
付
け
、
清
掃

■
賃
金　

時
給
６
７
０
円

■
応
募
方
法　

学
校
か
ら
許
可
証

を
取
り
、
直
接
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
18
歳
未
満
は
、
親
権
者
の
同
意

書
が
必要

で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
営
唐
船
峡
そ
う
め
ん
流
し

　

☎
㉜
２
１
４
３

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰

還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
活

躍
す
る
宇
宙
飛
行
士
は
、
毎
日
ど

の
よ
う
な
物
を
食
べ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
宇
宙
飛
行
士
が
食
べ

て
い
る
「
宇
宙
食
」
を
試
食
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

宇
宙
食
を
食
べ
て
み
よ
う
！

■
日
時　

６
月
18
日（
土
）10
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
内
容　

一
般
販
売
し
て
い
る
宇

宙
食
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
も

ち
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ン
な
ど

を
試
食
し
ま
す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

１
人
６
０
０
円
（
宇

宙
食
代
実
費
相
当
額
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
13
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

■
期
日 

６
月
26
日（
日
）

※
雨
天
決
行 

■
集
合　

９
時
ま
で
に
、
道
の
駅

い
ぶ
す
き
「
彩さ

か

な
花
菜
館
」

■
終
了
予
定　

12
時

■
距
離　

約
10
㎞

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

６
月
23
日（
木
） 

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

催
し

Information

情報掲示板 いぶすき 
Information

情 報 掲 示 板

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
６

月
か
ら
７
月
ま
で
の
２
カ
月
間
を

「
初
夏
の
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
期

間
」
と
し
て
、
砂
む
し
入
浴
割
引

を
実
施
し
ま
す
。

　

下
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取
り
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

夕
方
や
土
・
日
曜
日
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

☎
㉓
３
９
０
０

○
観
光
課
�����





観
光
施
設
�係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

砂むし会館「砂楽」

初夏のさわやか
サービス期間

 砂むし会館「砂楽」 

砂むし入浴割引券（����７���月分）

○大人・小人とも300円で入浴できます。
○本券１枚で５名様まで１人300円で入浴できます。
○貸し浴衣・タオル代は別料金となります。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー印刷不可）。

○大人・小人とも300円で入浴できます。
○本券１枚で５名様まで１人300円で入浴で
　きます。
○貸し浴衣・タオル代は別料金となります。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー印刷不可）。

有効期間�� ���������  ���������平成23年����７���月１日(金)〜31日(日)

 砂むし会館「砂楽」   

砂むし入浴割引券（����６���月分）
有効期間�� ���������  ���������平成23年����６���月１日(水)〜30日(木)

７月��������５�������日������（火）（��臨時
休館日������）�����および16
日����（���土��）〜18日���（��月�）
は除きます。

きりとり線 きりとり線

き
り
と
り
線

     

  

   

今
和
泉

森
林
ウ
オ
ー
ク

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

体
験
の
日

障
害
者
委
託
訓
練
生

唐
船
峡

夏
季
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

募
集

ボランティア募集

■期日　７月９日（土）　※雨天中止
■時間　７時～９時
■場所　魚見港周辺（田良岬）
■集合　休暇村指宿別館駐車場
■その他　軍手・ごみ袋は、市が準備し

ます。
■申込締切日　６月22日（水）
■申込方法　電話で申し込んでください。
申し込み・問い合わせ先
　市長公室総合調整係
　☎㉒2111（内線124）

「錦江湾クリーンアップ作戦」
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地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、

平
成
23
年
７
月
24
日
㈰
に
は
終
了

し
ま
す
。
そ
の
た
め
テ
レ
ビ
を
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
対

応
に
買
い
換
え
る
か
、
現
在
お
使

い
の
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け
な

い
と
７
月
25
日
㈪
以
降
は
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
デ
ジ
対
応

の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
て
も
山
間

の
地
域
な
ど
で
は
、
地
デ
ジ
の
電

波
が
届
か
ず
、
地
デ
ジ
が
映
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

　

テ
レ
ビ
の
な
い
生
活
を
避
け
る

た
め
に
も
、
早
め
に
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
等
を
準
備
し
、
お
住
ま
い
の

地
域
で
地
デ
ジ
が
見
ら
れ
る
か
ど

う
か
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

万
が
一
、
あ
な
た
の
家
や
地
域

が
地
デ
ジ
を
受
信
で
き
な
い
場
合

に
は
、
地
デ
ジ
を
受
信
で
き
る
場

所
に
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
ケ
ー
ブ

ル
を
家
ま
で
引
い
た
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
で
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
立
て

た
り
し
て
、
地
デ
ジ
を
見
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
映
ら
な

い
場
合
に
は
、
別
の
対
策
が
必要


で
す
の
で
、
早
急
に
市
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

国
は
、
世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
で
、
ま
だ
地
デ
ジ
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
世
帯
を
対
象
に
、

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
放
送
受
信
料
契
約
を
結

ん
で
い
る
か
、
支
援
の
申
込
み
後
、

速
や
か
に
放
送
受
信
料
契
約
を
結

ぶ
必要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

地
デ
ジ
の
準
備
ま
っ
た
な
し
！

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
支
援

平
成
23
年
７
月
24
日
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

地
デ
ジ
の
準
備
は
大
丈
夫
？

れ
ら
の
経
費
の
す
べ
て
を
賄
え
な

い
た
め
、
不
足
す
る
分
に
つ
い
て

は
、
市
税
等
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
「
利
用
し
て
い

な
い
人
」
も
経
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

使
用
料
は
長
年
に
わ
た
り
据
え

置
か
れ
た
り
、
合
併
前
の
使
用
料

が
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
た

り
す
る
な
ど
、
負
担
の
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

10
月
１
日
か
ら
一
部
の
公
共
施
設

使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

　

市
で
は
、
使
用
料
等
の
受
益
者

負
担
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
大

き
な
柱
に
、「
使
用
料
・
手
数
料
等

の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
す
べ
て
の
公
共
施
設

の
使
用
料
や
使
用
料
体
系
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
算
定
方
法
の
明
確
化
」、併
せ

て
「
減
免
規
定
の
見
直
し
」
等
を

行
い
、
10
月
１
日
か
ら
新
し
い
使

用
料
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
来

年
４
月
か
ら
実
施
す
る
場
合
や
従

前
の
使
用
料
と
変
更
が
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
施
設
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
改
革
推
進
室
行
革
推
進
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

 
Information情 報 掲 示 板

関
心
を
持
ち
、
入
所
者
と
の
交

流
を
希
望
す
る
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、
そ
の
保
護
者
お
よ
び

小
・
中
学
校
の
教
師

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

１
３
０
人　
　

■
申
込
締
切
日　

６
月
30
日（
木
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

当
日
は
昼
食
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
集
合

場
所
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

後
日
申
し
込
み
者
へ
連
絡
が
あ

り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病
担

　

当
相
談
窓
口

　

☎
０
９
９-

２
８
６-
２
７
２
０

　

市
の
体
育
施
設
や
観
光
施
設
等

の
使
用
料
は
、
施
設
の
維
持
管
理

費
や
人
件
費
等
の
経
費
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
使
用
料
だ
け
で
は
こ

　

６
月
19
日（
日
）～
25
日（
土
）は
、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解

す
る
週
間
で
す
。
こ
の
週
間
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
が
定
め
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
関
連
事
業
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ハ
ン
セ

ン
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

作
品
展

　

療
養
所
入
所
者
の
作
品
や
写
真

パ
ネ
ル
等
を
展
示

展
示
①

■
期
間　

６
月
８
日（
水
）～
16
日

　
（
木
）

■
場
所　

県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
展

示
ロ
ビ
ー

展
示
②

■
期
間　

６
月
17
日（
金
）～
28
日

　
（
火
）

■
場
所　

県
庁
18
階
展
示
ロ
ビ
ー

星
塚
敬
愛
園
親
子
療
養
所
訪
問

■
訪
問
日　

８
月
９
日（
火
）

■
訪
問
先　

星
塚
敬
愛
園
（
鹿
屋

市
内
）

■
対
象
者　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間

公
共
施
設
の

使
用
料
変
更

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
、
次
の
方
々

に
補
導
委
員
と
青
少
年
育
成
推
進

員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
防
止
を
は
じ
め
、

学
校
や
家
庭
問
題
な
ど
に
悩
む
児

童
や
生
徒
、
保
護
者
の
相
談
相
手

と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
声
掛
け

お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
に
つ
い
て
何
か
気
づ
い

た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

南
指
宿
中
学
校
区

　

上
髙
原　

靖
（
丹
波
小
）

　

原
田　

正
一
（
丹
波
小
）

　

豊
留　

英
子
（
丹
波
小
）

　

吉
元
美
智
代
（
丹
波
小
）

　

西
野　

一
光
（
柳
田
小
）

　

瀬
筒
ヱ
リ
子
（
柳
田
小
）

　

德
重　

一
昭
（
南
中
教
論
）

　

樗
木
浩
一
郎
（
南
中
教
論
）

北
指
宿
中
学
校
区

　

石
口　

一
行
（
魚
見
小
）

　

浦
田　

貞
行
（
魚
見
小
）

　

幸
野　

昌
葊
（
柳
田
小
）

　

濵
田　

惠
子
（
柳
田
小
）

　

井
上　

伸
一
（
指
宿
小
）

　

中
俣　

律
子
（
指
宿
小
）

　

川
邉　

洋
佑
（
北
中
教
論
）

　

小
川　

敦
司
（
北
中
教
論
）

西
指
宿
中
学
校
区

　

吉
留
浩
一
郎
（
今
和
泉
小
）

　

岩
切　

勝
彦
（
今
和
泉
小
）

　

髙
橋　

智
子
（
今
和
泉
小
）

気
軽
に
な
ん
で
も
相
談
を

 

補
導
委
員
・
青
少
年
育
成
推
進
員

　

堀　
　

孝
行
（
今
和
泉
小
）

　

坂
元　

一
博
（
池
田
小
）

　

篠
原　

将
輝
（
池
田
小
）

　

日
髙　

孝
幸
（
西
中
教
論
）

　

重
久　

隆
行
（
西
中
教
論
）

山
川
中
学
校
区

　

松
木　

茂
久
（
山川

小
）

　

松
下　
　

勉
（
山川

小
）

　

山
下　

竜
一
（
大
成
小
）

　

上
園　

英
彦
（
大
成
小
）

　

林　
　

道
夫
（
徳
光
小
）

　

西
村　

圭
史
（
徳
光
小
）

　

中
濱　

貴
夫
（
山川

中
教
論
）

　

増
田　

千
星
（
山川

中
教
論
）

開
聞
中
学
校
区

　

松
永　

當
哉
（
開聞

小
）

　

垣
内　

英
人
（
開聞

小
）

　

御
鍵　

憲
一
（
開聞

小
）

　

東
村　

末
盛
（
開聞

小
）

　

山
田　
　

博
（
川
尻
小
）

　

西
山　

豊
美
（
川
尻
小
）

　

有
川　
　

悟
（
開聞

中
教
論
）

　

西
元　

淳
一
（
開聞

中
教
論
）

高
等
学
校

　

坂
元　

孝
志
（
指
高
教
諭
）

　

葊
森　

祐
作
（
指
高
教
諭
）

　

栗
田　

豊
武
（
指
商
教
諭
）

　

野
﨑　

一
宏
（
指
商
教
諭
）

　

林　
　

忠
志
（
山
高
教
諭
）

　

山
口　

力
也
（
山
高
教
諭
）

南
指
宿
中
学
校
区

　

迫　
　

和
代
（
丹
波
小
）

　

横
山　
　

豊
（
柳
田
小
）

　

上
川
路
澄
江
（
南
中
）

北
指
宿
中
学
校
区

　

東
中
川
祥
三
（
指
宿
小
）

　

吹
留　

正
人
（
魚
見
小
）

　

諸
留　

惠
子
（
北
中
）

西
指
宿
中
学
校
区

　

馬
場
畑
末
治
（
今
和
泉
小
）

　

湯
田　

也
人
（
池
田
小
）

　

平
田
美
代
子
（
西
中
）

山
川
中
学
校
区

　

西　
　

純
久
（
山川

小
）

　

桃
木　

安
幸
（
大
成
小
）

　

山
口　

貴
久
（
徳
光
小
）

　

前
畠　

伸
彦
（
利
永
小
）

　

大
川　
　

学
（
山川

中
）

開
聞
中
学
校
区

　

中
村　

秀
人
（
開聞

小
）

　

坂
元　

茂
教
（
川
尻
小
）

　

中
野　

政
道
（
開聞

中
）

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

　

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

　

６
月
６
日（
月
）に
開
会
す
る
平

成
23
年
第
２
回
定
例
会
の
本
会
議

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
市
政

を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
議
会
事
務
局

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

補　

導　

委　

員

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

青
少
年
育
成
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

日　　程 内　　　　容

６月６日（月） 　招集日（議案質疑、委員会付託等）

21 日（火） 　一般質問

22 日（水） 　一般質問

23 日（木） 　一般質問

28 日（火） 　最終日（委員長報告、表決等）

本会議日程表
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Information情 報 掲 示 板

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
66

外
国
人
の
人
権

　

国
際
化
社
会
の
中
で
、
日
本
で

暮
ら
す
外
国
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
言
語
、
宗
教
、
習
慣

等
の
違
い
か
ら
外
国
人
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
パ
ー
ト

へ
の
入
居
を
断
っ
た
り
、
公
衆
浴

場
に
お
い
て
入
浴
マ
ナ
ー
が
悪
い

と
し
て
一
律
に
拒
否
し
た
り
す
る

な
ど
、
外
国
人
だ
か
ら
と
い
う
理

由
で
根
拠
の
な
い
差
別
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

日
本
人
も
海
外
に
出
れ
ば
外
国

人
で
す
。
地
球
に
暮
ら
す
仲
間
と

し
て
、
異
な
る
言
葉
、
習
慣
、
文

化
等
を
持
つ
人
々
へ
の
温
か
い
思

い
や
り
と
、
異
文
化
に
対
す
る
柔

軟
性
や
感
受
性
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
一

人
ひ
と
り
の
心
の
国
際
化
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
実
際
に
触

れ
合
う
事
で
、
知
識
だ
け
で
な
く

実
体
験
と
し
て
異
文
化
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

問
い
合
わ
せ
先

○
九
州
農
政
局
鹿
児
島
農
政
事
務

　

������






所
消
費
流
通
課

　

☎
０
９
９-

２
２
２-

０
１
２
１

　

FAX
０
９
９-

２
２
３-

５
４
４
６

○
農
政
課
食
の
Ｐ
Ｒ
係
（
い
ぶ
す

　

�����������











き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
２
）

　

こ
れ
か
ら
雨
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

刈
り
取
っ
た
草
な
ど
が
側
溝
の

中
に
残
っ
て
い
る
と
土
砂
が
つ
ま

り
、
災
害
の
原
因
に
な
っ
た
り
、

農
作
物
に
被
害
を
与
え
た
り
し
ま

す
。
草
払
い
後
は
、
そ
の
日
の
う

ち
に
片
付
け
ま
で
終
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

耕
地
林
務
課
耕
地
係
（
い
ぶ
す

　

�����������











き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
７
）

畑
の
草
払
い
は

片
付
け
ま
で

　

������������












市
で
は
、
市
内
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
助
成
対
象
地
域
に

住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
す
る
市

外
居
住
者
に
対
し
、
助
成
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
地
域

山川

地
域
、
開聞

地
域
、
指
宿

地
域
の
池
田
・
今
和
泉
校
区

■
助
成
対
象
要
件

次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
世
帯
責
任
者
が
、
転

入
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
以
内
に
申
請
し
た
場
合
に
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
に
転
入
し
た

人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

転
入
し
た
人
で
、
当
該
世
帯
全

員
が
一
度
も
指
宿
市
�
�
��


（
�
��


旧
３
市

町
を
含
む
������





�
�

）
�����




�
�

の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

②
助
成
対
象
地
域
に
床
面
積
50
㎡

以
上
の
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は

床
面
積
50
㎡
以
上
の
住
宅
を
購

入
し
た

③
配
偶
者
ま
た
は
義
務
教
育
終
了

前
の
子
ど
も
が
い
る

④
転
入
の
日
に
60
歳
以
下
で
あ
る

※
世
帯
責
任
者
と
は
、
世
帯
の
中

で
主
に
世
帯
の
生
計
を
維
持
し

て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

■
助
成
金
額

■
申
請
期
間

　

転
入
日
か
ら
１
年
以
内

■
申
請
に
必
要
な
書
類（
各
１
通
）

○
交
付
申
請
書

○
誓
約
書

○
住
民
票
（
世
帯
全
員
）
お
よ
び

戸
籍
の
附
票
の
写
し

○
建
築
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買

契
約
書

○
建
物
登
記
事
項
証
明
書

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
総
合
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
�������







（
������






内
線
１
２
４
�）

市
定
住
促
進
制
度
の

交
付
申
請

　

������������












子
ど
も
手
当
は
、
９
月
ま
で
引

き
続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す

る
人
は
、
申
請
手
続
き
が
必要

で

す
。

○
新
た
に
���������









、
��������








出
生
等
に
よ
り
支
給

対
象
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
場

合
○
既
に
受
給
し
て
い
て
、
他
市
町

村
か
ら
転
入
し
て
き
た
場
合

※
６
月
の
現
況
届
の
提
出
は
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
10
月
に
届
出
・

申
請
な
ど
が
必要

に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
の
子
ど
も　

15
歳
到

達
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
（
中
学
校
修
了
前
）
に
あ

る
子
ど
も

■
支
給
要
件　

国
内
に
居
住
し
て

い
る
人
で
、
支
給
対
象
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
人

■
支
給
額
（
月
額
）　

支
給
対
象

の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
１
３
��，�０

　

���



０
０
円

■
支
給
時
期　

６
月
支
給
���



（
��

平
成
23
年
２
月
分

～
５
月
分
�）

10
月
支
給
���



（
��

平
成
23
年
６
月
分

～
９
月
分
�）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
健
康
保
険
証
（
保
護
者
お
よ
び

18
歳
以
下
の
子
ど
も
全
員
の
も

の
）

○
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

○
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

※
必要

に
応
じ
て
、
関
係
書
類
を

提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

※
公
務
員
は
、
勤
務
先
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福祉

課
児
童
母
子
福祉

係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

○
山川

支
所
市
民
福祉

課
健
康
福

　

�
�
祉
係

　

☎
������������












㉞
�����������











１
１
１
１
（
内
線
１
１
８
）

○
開聞

支
所
市
民
福祉

課
健
康
福

　

�
�
祉
係

　

�������������













☎
������������












㉜
�����������











３
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

　

平
成
21
年
４
月
に
米
穀
等
の
取

引
に
か
か
る
情
報
の
記
録
や
産
地

情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
「
米

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」
が
制
定

さ
れ
、
昨
年
10
月
か
ら
、
米
や
米

加
工
品
の
生
産
者
、
加
工
・
製
造

業
者
、
流
通
業
者
、
小
売
業
者
、

外
食
店
で
の
取
引
等
の
記
録
・
保

存
が
義
務
付
け
ら
れ
�����





て
い
ま
す
�。

　

こ
れ
に
加
え
�������







、
今
年
７
月
か
ら

は
一
般
消
費
者
へ
の
産
地
情
報
伝

達
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
品
目

米
穀
（
玄
米
、
精
米
な
ど
）、米

粉
や
米
麺め

ん
な
ど
の
中
間
原
材
料
、

米
飯
類
、
も
ち
、
だ
ん
ご
、
米

菓
、
清
酒
、
単
式
蒸
留
焼
酎
、

み
り
ん
�等

■
対
象
事
業
者

生
産
者
を
含
め
、
対
象
品
目
と

な
る
米
・
米
加
工
品
の
販
売
ま

た
は
輸
入
、
加
工
、
製
造
、
提

供
の
事
業
を
行
う
す
べ
て
の
事

業
者

■
取
引
等
の
記
録
・
保
存

対
象
品
目
で
あ
る
米
・
米
加
工

品
の
取
引
等
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
記
録
を
作
成
し
原
則

３
年
間
保
存
す
る
必要

が
あ
り

ま
す
。（
賞
味
期
限
等
に
応
じ
て
、

３
カ
月
・
３
年
間
・
５
年
間
と

異
な
り
ま
す
）

な
お
、
記
録
は
、
伝
票
類
や
帳

簿
な
ど
の
紙
媒
体
や
パ
ソ
コ
ン

等
の
電
子
媒
体
の
い
ず
れ
で
も

結
構
で
す
。

■
産
地
情
報
の
伝
達
（
７
月
１
日

施
行
）

対
象
品
目
を
他
の
事
業
者
に
譲

渡
し
た
り
、
一
般
消
費
者
に
販

売
・
提
供
し
た
り
し
た
場
合
は
、

産
地
情
報
の
伝
達
が
必要

で
す
。

○
事
業
者
間
に
お
け
る
伝
達

伝
票
等
ま
た
は
商
品
の
容
器
・

包
装
等
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ

り
産
地
情
報
を
伝
え
る
。

○
一
般
消
費
者
へ
の
伝
達

包
装
へ
の
記
載
や
店
内
掲
示
な

ど
の
方
法
に
よ
り
産
地
情
報
を

伝
え
る
。
た
だ
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

で
原
料
原
産
地
表
示
の
義
務
が

あ
る
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
従

い
表
示
す
る
。

※
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

おにぎり
○○県産
米使用

商品の包装に
産地を記載

おにぎり
○○県産 
米使用１　住宅を購入した場合は、購入価格の２分の１が上限

２　助成金に千円未満の端数が生じた場合は、端数切り捨て	

世帯責任者
助成区分 50歳以下の人 50歳を超え 

60歳以下の人

新築した場合 100万円 50万円

建築年数10年以内の住宅を 
購入した場合 80万円まで 40万円まで

建築年数10年を超える住宅を 
購入した場合 50万円まで 25万円まで

子
ど
も
手
当

  
支
給
期
間
を
延
長

　

�������






�
���


�

市
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

等
に
よ
り
、
水
源
か
ん
養
機
能
や

洪
水
防
止
機
能
等
の
多
面
的
機
能

の
低
下
が
特
に
懸
念
さ
れ
て
い
る

中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、
適
切

な
農
業
生
産
活
動
が
継
続
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

��

平
成
22
年
度
の
実
施
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
交
付
金
は
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や
水
路
、

農
道
等
の
管
理
活
動
、
田
植
え
体

験
な
ど
学
校
教
育
等
と
の
連
携
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
村
振
興
係
（
い
ぶ
す

　

�����������











き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
０
）

平
成
22
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
状
況

地　  区　  名 参　加 
農家数 面　積 交  付  金  額

新永吉地区 13人 36,340㎡ 545,979円
寺下地区 31人 25,999㎡ 887,572円
尾下地区 33人 33,633㎡ 565,034円
谷之口田地区 45人 53,484㎡ 1,123,164円
森松地区 47人 95,169㎡ 1,280,481円
小俣地区 30人 41,772㎡ 877,212円
川釣地区 51人 51,478㎡ 411,824円
入野・物袋地区 31人 185,922㎡ 650,727円

合　　　計 581人 523,797㎡ 6,341,993円

22広報いぶすき　６月号23 ⅠBUSUKⅠ 2011. ６　No.66



　
　
　

幹
線
さ
く
ら
に
乗
っ
て
広

　
　
　

島
へ
。
指
宿
枕
崎
線
か
ら

の
乗
り
換
え
も
分
か
り
や
す
く
、

博
多
で
の
乗
り
換
え
も
無
く
快
適

な
旅
で
し
た
。
指
宿

〜

広
島
間
が

４
時
間
。
早
か
っ
た
で
す
よ
。（
49

歳
・
そ
そ
姐
）

　
　
　

市
を
訪
れ
た
観
光
客
が
、

　
　
　

同
じ
よ
う
に
本
市
を
近
く

に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
何
度
も
訪

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

を
向
か
ず
、
前
を
向
い
て

　
　
　

み
ん
な
が
普
通
の
安
全
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
範
囲
で
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、

私
も
支
援
の
お
手
伝
い
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
笑
顔
に

な
れ
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。（
51
歳
・

エ
プ
ロ
ン
か
あ
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

内
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
が

　
　
　

個
人
あ
る
い
は
団
体
で
、

義
援
金
や
物
資
な
ど
で
被
災
地
へ

の
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
支
援
の
形
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り

ま
す
が
、
風
評
被
害
に
遭
っ
て
い

る
被
災
地
の
特
産
品
等
の
購
入
な

ど
も
、
私
た
ち
に
で
き
る
支
援
の

ひ
と
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　

国
指
宿
に
ぴ
っ
た
り
の
フ

　
　
　

ラ
を
習
っ
て
い
ま
す
。
ア

ロ
ハ
の
ま
ち
指
宿
が
、
も
っ
と
も

っ
と
元
気
な
街
に
な
り
ま
す
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
。（
62
歳
・
ハ
ピ

ネ
ス
）

　
　
　

月
20
～
22
日
に
フ
ラ
フ
ェ

　
　
　

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開催

さ
れ

ま
し
た
。
観
客
と
し
て
来
場
さ
れ

た
の
な
ら
、
来
年
は
ぜ
ひ
、
ス
テ

ー
ジ
で
披
露
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
フ
ラ
フ
ェ
ス
タ
の
様
子
は
、
来

月
号
で
紹
介
し
ま
す
。）

　
　
　

の
４
月
に
、
主
人
の
転
勤

　
　
　

で
指
宿
市
民
に
な
り
ま
し

た
。
小
学
生
の
と
き
の
家
族
旅
行

で
訪
れ
て
以
来
で
す
。
ま
だ
、
右

も
左
も
分
か
ら
ず
不
安
な
日
々
で

す
が
、
ひ
と
つ
ず
つ
楽
し
い
こ
と

を
見
つ
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
38
歳
・
指
宿
市
民
１
年
生
）

　
　
　

く
は
将
来
、
学
校
の
先
生

　
　
　

に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
理
科
が
好
き
な
の
で
実
験
を

や
っ
た
り
、
電
池
の
仕
組
み
を
勉

強
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
も
応
援
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
中
学
・
高
校
と

進
学
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学

ん
で
い
き
た
い
で
す
。
世
の
中
に

は
も
っ
と
知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
か
ら
…
。（
10
歳
・
シ
ョ

コ
タ
ン
）

　
　
　

う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

　
　
　

ー
ク
。
今
か
ら
ど
こ
へ
行

こ
う
か
考
え
中
で
す
。
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
や
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

な
ど
、
近
場
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
あ
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
も

有
効
に
使
い
た
い
で
す
。
長
男
も

４
月
か
ら
幼
稚
園
に
入
園
し
ま
し

た
。
で
も
、
午
前
中
で
帰
っ
て
来

る
の
で
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く
の
も

２
時
間
半
ぐ
ら
い
で
す
…
。（
36
歳
・

ア
ウ
）

　
　
　

に
降
ら
れ
た
今
年
の
ゴ
ー

　
　
　

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
楽
し

く
過
ご
せ
た
で
し
ょ
う
か
。
子
育

て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
の
協
賛
店
は

随
時
更
新
さ
れ
ま
す
。
最
新
の
情

報
は
、
担
当
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

日
、
婦
人
会
の
遠
足
で
Ｓ

　
　
　

Ｌ
人
吉
に
乗
り
ま
し
た
。

汽
笛
の
音
と
黒
白
の
煙
。
一
昔
前

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な

極
上
の
鉄
道
旅
行
を
楽
し
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
先
輩
お
母
さ
ん

た
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
、

た
く
さ
ん
笑
っ
た
り
、
人
生
の
勉

強
を
し
た
り
、
と
て
も
充
実
し
た

１
日
で
し
た
。
婦
人
会
っ
て
、
異

年
齢
の
方
々
と
接
す
る
い
い
機
会

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。（
41
歳
・

と
も
り
ん
）

　
　
　

年
、
地
域
力
（
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　

テ
ィ
ー
）
が
低
下
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
昔
前
、

都
会
で
い
わ
れ
て
い
た
「
隣
り
は

何
を
す
る
人
ぞ
？
」
と
い
う
言
葉

が
、
今
日
で
は
私
た
ち
の
身
近
に

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
自
治
公
民
館

や
婦
人
会
へ
の
加入

・
活
動
は
、

地
域
の
絆き

ず
なを

深
め
ま
す
。

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

新

下

公民館活動等は地域の顔を知る機会

南５こ

「いぶたま」の乗車率も好調

ぼ

先

Information

山
川
み
な
と
祭
り 

　
月
の
広
報
ご
よ
み 

1　
月
の
広
報
ご
よ
み 

　
月
の
広
報
ご
よ
み 

66

    

今
和
泉
森
林
ウ
オ
ー
ク 

       「
は
や
ぶ
さ
」関
連
イ
ベ
ン
ト 

            

山
川
み
な
と
祭
り
花
火
大
会 

  

動
物
愛
護
講
習
会 

特
設
人
権
相
談
所 

行
　
事
　
な
　
ど 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 日 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 曜 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 

※
７
／
２(

土) 

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１ 

                         

◎
指
宿
図
書
館

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館

☎
㉟
3
3
0
0

◎
開
聞
図
書
室

☎
㉜
4
8
7
7

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
人気イラストレーター
が水彩画のテクニック
を丁寧に分かりやすく
紹介。手順を追うだけ
で簡単に、練習なしで
いきなり描くことがで
きます。梅雨の時期、
家の中にあるものを気
軽に水彩で描いてみて
はいかがでしょうか。

【内容】
ハムやチーズ、卵など
いろんな具材を挟んで
サンドイッチを作りま
す。かわいい張り絵�と
温かいユーモアで赤ち
ゃんから楽しめる絵本
です。さて、どんなサ
ンドイッチができるで
しょう？

６月の図書館カレンダー

１日10分ですぐ描ける
花と風景画ドリル
吉沢深雪（著）
講談社

24 　 
　 31

※インフルエンザの流行に伴い、各イベントを中止することが 
　あります。実施に関しては各図書館に問い合わせてください。 

  1 2 3 4 

6 8 9 105

13 14 15 16 17 1812

21 22 23 24 25

27 28 29 30   26

月 火 水 木 金 土 日 

…休館日  

…えほんのひろば（指宿図書館）　　　10：30～11：15 

　演じ手：槌橋保育園の先生方  

…わらべうたのへや（指宿図書館）　　11：15～11：45 

　担当：図書館職員 

…よるのおはなし会（指宿図書館）　　19：30～20：00 

　演じ手：図書館職員 

…ふれあい映画会（山川図書館）　　　14：00～14：40 

…おはなし会（開聞図書室）　　　　　11：00～11：30 

　演じ手：図書室職員 

…おはなしのとびら（指宿図書館）　　10：30～11：30 

　演じ手：槌橋保育園の先生方 

…ワークショップ「紙でオブジェ」（指宿図書館）13：00～15：00 

　講師：吉村章弘 氏 

…ボランティアおはなし会（山川図書館）14：00～14：30 

　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん  

火曜 

７日 

10日 

11日 

18日 

19日 

19日 

25日 

20

月曜 

19

117

 

   

  

 

 図書館からのお知らせ
吉村章弘展・ワークショップを開催
指宿図書館では、吉村章弘氏（鹿児島市在住）の
作品展「月のように美しく 太陽のように温かく大
地のように…」を６月26日（日）まで開催中です。
また、この作品展に併せてワークショップを開催
します。
■日時　６月19日（日）　13：00～15：00
■内容　身近にある紙を使ってオブジェを作りま

す。
■講師　吉村章弘氏
■場所　指宿図書館２階　多目的集会室
■定員　20人　　　■参加料　無料
※事前に申し込みが必要です。指宿図書館の窓口

か電話で申し込んでください。
Ｙ
ワイエー
Ａ通信を発行しています

図書館では、13歳から19歳までのＹＡ（ヤングア
ダルト）と呼ばれる世代に向けて、年４回「ＹＡ
通信」を発行しています。図書館職員がその時々
のテーマに合わせて本を選び、紹介しています。
ＹＡ通信は、指宿・山川図書館、開聞図書室で配
布しています。ぜひご覧ください。

献本　��������������������次の������������������方々����������������から献本がありました。（����敬称��略）
　　　���������三反園芳夫����、堀經子

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www6.ocn.ne.jp/~s_mame/index.html　

いろいろサンドイッチ
山岡ひかる（作）
くもん出版

情 報 掲 示 板

一般���������図書（������山川����図書館） 児童図書（������指宿����図書館）

も

市

華やかなフラ（写真は昨年の様子）

本

近

雨
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家族が増えてありがと
う。元気に育ってね。

有村　優
ゆ う き

輝ちゃん
兄妹でいっぱい遊んで
元気に育ってね♪

吹留　ももちゃん
すくすく元気に育って
ね☆☆

杜山　壱
い ち た

太ちゃん

生まれてきてくれて感
謝♪元気に育ってね。

鳥越　陽
はるひと

仁ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍ

メ
ガ
バ
イ
トＢ以
内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
������������












㉒
�����������











２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

　
�　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

����������









�
�

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
������������












㉒
�����������











２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

強くやさしく大きく育
ってね！

前畠 皇
こ う し ろ う

志朗ちゃん
兄弟仲良くたくましく
育ってね☆

野田　隼
しゅんや

哉ちゃん
小さくていいよ。自分
色の花を咲かせてね。

中釜　蓮
れ ん げ

月ちゃん

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�

クイズを掲載中







元気に明るく育ってネ
♪

里中　志
し お ん

桜ちゃん

　

「
私
生
活
が
充
実
す
る
こ
と
で

仕
事
が
は
か
ど
り
、
仕
事
が
充
実

す
る
こ
と
で
私
生
活
も
楽
し
め
る
」

　

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
は
大

切
で
す
。
ま
た
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

の
あ
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　

「
子
育
て
や
介
護
を
し
な
が
ら

働
き
た
い
」、「
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
な
が
ら
仕
事
に
も
打

ち
込
み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
き
方
や
働
き
方
を
認
め
合
い
、

選
択
で
き
る
社
会
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
ス

タ
イ
ル
に
対
応
す
る
支
援
策
や
、

柔
軟
な
就
業
環
境
の
整
備
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

個
性
を
尊
重
し
合
う
ま
ち
へ

　

ま
た
、
支
援
策
や
整
備
に
頼
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。
次
に
掲
げ
た
こ

と
を
参
考
に
、
自
分
で
で
き
る
こ

と
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
て
み
る
。

○
残
業
し
な
い
日
を
決
め
て
み
る
。

○
家
事
を
一
緒
に
や
っ
て
み
る
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
気
遣
い

は
、
家
族
や
仲
間
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
　

 

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

男
女
共
同
参
画
週
間

  

６
月
23
日（
木
）～
29
日（
水
）

『
チ
ャ
ン
ス
を
分
か
ち
、

　
　
　

未
来
を
拓ひ

ら

こ
う
。』

　

 

（
平
成
23
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

指
宿
地
域

栫
山　

朝あ
さ
ひ陽　

道
下
上　
　

晃　
こ
ず
え

高
城
凜り

り

か
々
花　

道
下
上　

幸　

也

愛　

子

大
迫　

陽は
る
ま真　

大
園
原　

友　

洋

名
津
子

有
村　

優ゆ
う
き輝

※　

下
吹
越　

幸　

二

暁　

麗

田
中　

颯そ
う
た泰　

宮
ヶ
浜　

洋　

一

涼　

子

上
久
保
樹た

つ
や也　

二
月
田　
　

剛　
し
の
ぶ

尾
辻　
　

蒼そ
う　

温　

湯　

道　

弘

由
里
子

吹
留　

も
も
※　

五
郎
ヶ
岡　

義　

輝

さ
お
り

河
野　

結ゆ
づ
き月　

弥
次
ヶ
湯　

哲　

秀

奈
瑠
美

中
原　

志し

き輝　

南
迫
田　

洋　

志

友
紀
子

諏
訪　

朱し
ゅ
な愛　

潟　

口　

雄　

貴

百
合
香

樋
髙　

圭け
い
ご悟　

潟　

山　

元　

紀

加
奈
子

肥
後
美み

お

な
桜
菜　

湊　

中　

倫　

幸

貴　

子

德
留　

昊そ
ら
か佳　

迫　

北　

裕　

輔

美　

香

杜
山　

壱い
ち
た太

※　

迫　

北　

圭　

一

え
り
な

松
下　

千ち
と
せ歳　

片
野
田　

寛　

和

　

渚　

川
畑
す
み
れ　

丈　

六　

健　

一

麻
里
子

中
野　

遥は
る
か香　

小
牧
西　

良　

幸

さ
よ
子

山
川
地
域

内
薗　
　

昴　
町
１
区
西　

博　

史

七　

子

鳥
越　

陽は
る
ひ
と仁

※　

成
川
浜　

啓　

太

小　

春

前
畠
皇こ

う
し
ろ
う

志
朗
※　

東　

下　

一　

彦

祥　

子

開
聞
地
域

野
田　

隼し
ゅ
ん
や哉

※　

西　

元　

恭　

平

恵
利
香

市
外

前
園　

若わ
か
な菜　

福
岡
県

新
宮
町　
　

壮　
美
代
子

室
屋　

春
平　
鹿
児
島
市　

英　

人

夕　

夏

藤
田　

流る

い生　

兵
庫
県

神
戸
市　

雄　

樹

道　

代

松
見　

咲さ
く
ら良　

宮
城
県

仙
台
市　

毅　

明

康　

子

中
釜　

蓮れ
ん
げ月

※　

鹿
児
島
市　

佑　

輔

美
由
紀

金
光　

義よ
し
と人　

東
京
都

中
野
区　

宏　

仲

早　

苗

西
郷　

煌こ
う
き輝　

南
さ
つ
ま
市　

耕　

平

ち
ゆ
き

税
所　

陽は
る
き輝　

鹿
児
島
市　

隆　

之

瑠　

美

里
中　

志し
お
ん桜

※　

鹿
児
島
市　

勝　

伸

あ
ゆ
美

田
中　

脩し
ゅ
う
と仁　

兵
庫
県

神
戸
市　

允　

紘

つ
ば
さ

指
宿
地
域

阿　

野　

茂　

信　

85　

大　

迫

有　

留　

美　

義　

80　

上　

東

黒　

岩　
　
　

敬　

86　

中
小
路

宇　

都　

正　

亮　

70　

南
十
町

東　
　
　

冨　

子　

69　

向　

吉

井　

元　
　
　

治　

79　

石　

嶺

諸　

留　

貞　

次　

93　

久　

保

中　

村　

ユ
キ
エ　

93　

瀬　

崎

川　

﨑　

良　

子　

74　

高
野
原

西　
　
　

ノ　

リ　

82　

仮　

屋

福　

岡　

テ　

イ　

86　

石　

嶺

道　

上　

政　

治　

80　

仮　

屋

田　

尻　

政　

雄　

86　

田　

良

岡　

元　

ト
ミ
子　

87　

下
吹
越

西　

山　

シ
ズ
エ　

77　

細
田
西

山　

下　

ミ
ツ
ヱ　

88　

堀
切
園

木　

山　
　
　

嵩　

89　

永　

吉

松　

原　

ミ　

チ　

88　

中　

川

安　

樂　

清　

文　

84　

上
吹
越

上
川
床　

ユ
ミ
ヱ　

89　

垂　

門

迫　
　
　

ト　

ヨ　

91　

潟　

山

今　

村　

ト
シ
子　

69　

中
小
路

竹
ノ
内　

ト
キ
子　

72　

木
之
下

濵　

﨑　
　
　

勇　

92　

柳　

田

山
川
地
域

今　

村　

テ　

ル　

93　

後
馬
場

永　

田　

藤　

義　

90　

西　

道

上　

原　

ヒ　

テ　

93　

大　

石

馬　

場　

ヨ
シ
ミ　

96　

成
川
浜

松　

上　

茂　

樹　

51　
町
５
区
西

伴　

野　

正　

之　

75　
町
２
区
西

前　

畠　

富　

夫　

78　
　

寺

鮫　

島　

吉　

春　

75　
町
５
区
東

田　

口　

ヒ
ロ
子　

70　

尾　

下

川　

口　

市　

藏　

87　

井
手
前

西　

田　

秀　

雄　

78　

東　

下

南　
　
　

久　

子　

80　

後
馬
場

西　
　
　

繁　

彦　

80　

東（
福
元
）

開
聞
地
域　
　

中　

野　

ノ
リ
子　

84　
　

脇

下　

拂　

ノ
リ
エ　

85　

荒　

田

德　

留　

ナ　

カ　

96　

下　

吉

中　

野　

政　

治　

82　
　

脇

永　

田　

政　

吉　

88　

川
尻
北

大　

山　

清　

春　

79　

下　

吉

荒　

田　

義　

行　

84　

荒　

田

番　

匠　

ト
ミ
エ　

88　

上　

手

尾　

野　

ミ　

ネ　

84　

西　

元

上　

村　

利　

男　

71　

東
開聞


市
外　

吉　

本　

哲　

郎　

58　

茨
城
県

常
陸
大
宮
市

中　

村　

幸　

藏　

97　

日
置
市

　

次
の
������





�
�
��


方
々
����



�
�
��


が
市
社
会
福祉

協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤　
　

志

一
般
寄
付

誕
生
う
ぶ
ご
え

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福祉

協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�
�
�
�
�
�����




�
�

掲載

を
希望

す
る
人
は
、
届け


出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

他
市
町
村
で
届け

出
し
た
人
で

も
、
希望

が
あ
れ
ば
掲載

し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

敬
称
略
�）

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

追
悼
お
く
や
み

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

４
月
30
日
�
�
�
�
�
�

までの受付分






し
ゅ
ん
ぺ
い

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

す
ば
る
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ょ
う
か
。
そ
れ
は
、「
か
む
」
回
数
が

激
減
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
全
身
の

筋
肉
や
骨
は
、
運
動
を
す
る
こ
と
で

育
ち
ま
す
。「
栄
養
を
取
れ
ば
大
き
く

育
つ
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ

う
で
す
が
、
ど
ん
な
に
た
っ
ぷ
り
栄

養
を
取
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
細

胞
に
取
り
込
ま
れ
な
け
れ
ば
骨
も
筋

肉
も
成
長
で
き
ま
せ
ん
。
細
胞
に
栄

養
を
取
り
込
む
た
め
に
必要

な
も
の
、

そ
れ
が
「
運
動
」
な
の
で
す
。
し
っ

か
り
食
べ
て
思
い
っ
き
り
体
を
動
か

す
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
で
あ
れ
ば
体

が
大
き
く
育
ち
ま
す
し
、
大
人
で
あ

れ
ば
筋
力
が
増
し
、
骨
も
丈
夫
に
な

る
の
で
す
。

　

か
む
こ
と
の
研
究
で
知
ら
れ
る
齋

藤
滋
先
生
（
全
国
食
育
推
進
研
究
会

理
事
長
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
現
代

の
子
ど
も
の
か
む
回
数
と
食
事
に
か

け
る
時
間
は
、
戦
前
の
半
分
以
下
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
弥
生
時
代

と
比
較
す
る
と
、
な
ん
と
６
分
の
１

以
下
。
食
事
の
内
容
を
工
夫
す
る
な

ど
、
意
識
的
に
「
よ
く
か
む
」
生
活

を
さ
せ
な
い
と
、
子
ど
も
の
あ
ご
は

育
ち
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
永
久
歯
が
正
し
く
き
れ

い
に
並
ぶ
た
め
に
は
、
永
久
歯
が
生

分かりやすい医療の話
Medical Lecture

　

「
あ
ご
の
小
さ
い
子
が
増
え
た
」

　

こ
れ
は
、
歯
科
医
た
ち
の
共
通
の

意
見
で
す
。
こ
の
よ
う
な
子
は
、
あ

ご
が
育
た
な
い
た
め
に
永
久
歯
が
並

び
き
ら
ず
、
歯
並
び
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
乳
歯
が
20
本
な
の
に

対
し
て
永
久
歯
は
28
本
と
数
が
多
く
、

１
本
当
た
り
の
大
き
さ
も
、
永
久
歯

は
乳
歯
の
約
１
・
２
倍
と
大
き
く
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

「
入
れ
物
」
で
あ
る
あ
ご
の
骨
が
大

き
く
育
っ
て
い
な
い
と
、
永
久
歯
が

前
後
に
ず
れ
た
り
、
斜
め
に
傾
い
た

り
し
て
、
き
れ
い
に
並
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
。　

　

し
か
し
、
な
ぜ
子
ど
も
の
あ
ご
が

育
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し

今 月のドクター
指宿市歯科医師会　亀山　秀和

Doctor

健康
教
室

あごを大きく育てましょう！

え
て
く
る
前
、
つ
ま
り
４
～
５
歳
ご

ろ
ま
で
に
、
土
台
と
な
る
あ
ご
が
し

っ
か
り
と
育
っ
て
い
る
必要

が
あ
り

ま
す
。
あ
ご
が
充
分
に
育
っ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
乳
歯
の
歯
並
び
を
見

れ
ば
分
か
り
ま
す
。
意
外
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
左
の
乳
犬

歯
か
ら
右
の
乳
犬
歯
ま
で
の
６
本
の

歯
の
間
す
べ
て
に
す
き
間
が
で
き
て

い
る
状
態
が
理
想
で
す
。
す
な
わ
ち

「
ス
キ
ッ
歯
」
の
状
態
で
す
。

　

反
対
に
、
乳
歯
と
乳
歯
の
間
に
す

き
間
が
な
い
と
、
一
見
き
れ
い
な
の

で
「
歯
並
び
が
い
い
ね
」
と
言
わ
れ

そ
う
で
す
が
、
先
述
の
と
お
り
永
久

歯
の
生
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
乳
歯
に
す
き

間
が
な
い
と
、
95
％
は
歯
並
び
が
悪

く
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

28
本
の
永
久
歯
を
ぴ
っ
た
り
美
し

く
並
べ
る
た
め
に
は
、
乳
歯
の
時
期

の
あ
ご
を
大
き
く
育
て
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
な
課
題
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
あ
ご
を
育
て
る
生
活

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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